
宋
代
の
太
墨
・
生
俊
沃
…
（
下
）
（
宮
瞭
）

第
「
十
六
巻
　
　
第
一
囲
…
號
　
　
　
六
二
八

宋
代
の
太
學
・
生
生
活
m

内
容
。
　
一
、
宋
代
太
學
の
沿
革
。
一
二
、
三
舎
の
法
。
（
以
上

離
號
）
一
1
一
『
試
験
餓
話
。
一
四
、
齋
舎
i
五
、
學
校

騒
動
。
一
－
六
、
學
規

三
　
試
験
除
　
話

　
東
西
古
今
、
墨
黒
…
生
活
に
と
っ
て
最
も
密
接
な
利
害
驕
係
を
有

す
る
の
は
試
験
で
あ
る
。
宋
代
の
太
墨
黒
は
入
學
試
験
を
受
け
て

入
っ
て
、
十
日
侮
に
一
課
題
、
一
月
侮
に
小
試
験
、
一
年
鯨
に
大

試
験
、
二
年
侮
に
卒
業
試
験
を
受
け
る
の
だ
か
ら
、
年
“
か
年
中
試

験
ば
か
の
で
あ
る
。

　
先
づ
寸
毫
試
験
で
あ
．
る
が
懸
章
は
最
も
猛
烈
で
あ
る
。
北
宋
隣

代
に
は
三
年
四
層
行
・
勘
の
が
普
通
で
あ
っ
た
が
、
尊
報
で
は
太
學

が
復
興
し
て
か
ら
、
紹
興
十
六
年
〔
西
紀
一
一
四
六
〕
春
補
試
を
行

っ
た
所
、
五
千
人
も
志
願
者
が
あ
っ
た
。
北
宋
階
代
に
は
學
絞
に

宮
　
．
崎

市

定

於
て
學
宮
が
試
験
を
行
ふ
の
で
あ
っ
た
が
、
斯
う
多
く
て
は
や
O

き
れ
ぬ
と
い
ふ
の
で
、
其
秋
か
ら
貢
院
で
行
ふ
こ
と
に
し
た
。
こ

ん
な
試
験
を
さ
う
度
々
行
ふ
の
は
叶
は
ぬ
の
で
一
年
一
度
後
に
は

更
に
三
年
一
度
と
し
、
朝
廷
か
ら
特
溺
に
試
験
官
を
任
命
し
て
、

鎖
院
〔
試
験
場
を
閉
鎮
し
て
外
部
と
の
蓮
絡
を
噺
つ
〕
し
て
試
験
を

行
ふ
と
、
受
験
生
は
盆
山
多
く
殺
到
す
る
。
せ
い
ぜ
い
二
・
三
百

入
も
取
ら
ぬ
で
あ
ら
う
所
へ
朱
子
の
時
代
に
は
一
・
二
萬
人
が
普

通
で
あ
妙
、
昇
り
多
過
ぎ
る
の
で
待
補
の
法
を
行
っ
て
入
撒
を
制

限
し
た
所
、
遠
方
か
ら
の
有
資
格
者
は
自
身
で
繊
て
來
な
い
者
が

あ
る
と
、
他
入
が
其
謹
明
書
を
持
っ
て
受
鹸
に
遜
る
等
の
弊
害
が

起
つ
た
。
そ
れ
で
又
混
補
を
行
ふ
と
製
造
ら
す
多
く
て
試
験
地
獄

を
現
出
す
る
。
嘉
泰
二
年
〔
西
紀
一
二
〇
二
■
〕
に
は
三
萬
七
千
三
人

も
集
ま
っ
た
の
で
六
場
に
分
ち
、
十
八
爲
掛
っ
て
試
験
を
回
せ

九
。
亡
婦
元
年
〔
酉
紀
＝
一
泥
三
〕
に
は
試
験
揚
の
入
口
が
混
錐
し

（　9L）　）



て
、
踏
み
殺
さ
勲
た
者
が
衆
か
つ
六
と
あ
る
。
ま
る
で
職
場
の
や

　
　
　
　
　
　
　
わ

う
な
騒
ぎ
を
演
じ
た
。
こ
の
や
う
に
世
人
が
漁
業
に
入
り
た
。
か
る

に
は
課
。
か
あ
る
の
で
、
太
學
へ
入
る
と
黒
髪
に
な
る
に
出
途
が
開

け
て
居
て
、
太
學
の
試
験
を
受
け
て
外
舎
か
ら
内
愈
に
上
り
、
内
舎

で
冷
熱
を
受
け
て
、
下
肥
、
発
装
、
あ
は
よ
く
ば
爾
優
麗
褐
の
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

恩
に
預
る
外
に
、
与
太
學
で
解
試
を
受
け
る
事
が
幽
來
、
而
も
太

墨
の
解
額
が
地
方
の
解
額
に
比
べ
て
多
い
の
で
、
受
験
に
有
利
だ

と
い
ふ
や
う
な
特
典
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
愈
々
太
學
に
入
る
と
叉
試
験
責
め
に
合
ふ
。
而
も
そ
れ
が
直
ち

に
卒
業
就
職
に
影
響
す
る
の
で
、
誕
生
は
之
に
淫
し
て
勢
ひ
紳
纏

過
敏
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
南
宋
臨
安
の
太
墨
は
岳
飛
の
故
宅

に
建
て
ら
れ
九
の
で
、
地
主
の
紳
と
し
て
岱
飛
を
祠
っ
て
あ
る
。

岳
飛
の
認
爵
は
忠
武
王
で
あ
る
が
、
太
學
の
紳
に
武
は
ま
つ
い
と

い
ふ
の
で
、
此
場
合
だ
け
は
特
に
忠
文
と
い
ふ
識
で
、
矢
張
朝
廷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛉

か
ら
野
史
を
贈
ら
れ
で
る
る
。
之
が
試
験
の
瀞
襟
で
あ
っ
て
、
怪

力
翫
紳
を
語
ら
ぬ
夫
子
の
墨
徒
も
、
此
へ
は
お
百
度
を
踏
む
。
紳

銭
を
謡
い
て
幸
先
を
占
ふ
が
、
「
門
柱
心
肝
卦
」
と
い
ふ
の
に
當
る

と
私
試
に
合
格
す
る
。
私
試
の
時
は
試
験
場
の
中
門
を
入
っ
て
問

　
　
　
　
　
二
代
の
太
畢
坐
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

題
の
卦
を
ひ
く
か
ら
だ
と
い
ふ
。
「
飛
追
落
朋
毛
」
に
當
る
と
解
試

に
通
過
す
る
。
鴻
か
換
毛
を
落
す
の
は
衛
に
中
る
、
中
箭
廓
ち
中

　
　
　
　
　
　
　
の

選
の
酒
落
だ
と
あ
る
。
歳
の
除
夜
に
は
各
署
で
神
を
祀
る
が
、
そ

の
供
物
に
扇
子
と
蕩
枝
と
蓼
花
を
用
み
る
。
嘉
蕩
雷
電
け
て
よ
む

と
早
離
了
、
早
く
卒
業
し
た
い
と
い
ふ
幌
で
あ
る
。
都
を
西
に
出

る
と
す
ぐ
西
湖
の
勝
景
が
あ
る
。
湖
中
に
三
賢
堂
と
い
っ
て
白
樂

天
と
蘇
東
披
と
林
野
静
を
祠
っ
た
杜
が
あ
る
。
何
れ
も
有
名
な
文

人
を
祀
っ
た
所
な
の
で
御
利
鶯
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
太
墨
生

は
決
し
て
よ
り
っ
か
な
妃
．
白
樂
天
の
樂
は
落
に
通
す
、
落
第
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

て
は
九
ま
ら
ぬ
。
な
か
な
か
御
幣
幡
ぎ
で
あ
る
。

　
繋
駕
の
鮎
の
外
に
操
行
黙
が
あ
っ
て
、
之
は
齋
長
，
齋
論
が
見

込
黙
を
つ
け
る
。
規
則
を
見
る
と
、
行
謂
奉
γ
教
不
二
戻
規
矩
一
。
と

あ
る
が
扮
實
際
に
鮎
を
つ
け
う
と
云
は
れ
る
と
つ
け
る
方
で
も
困

る
。
そ
れ
で
簡
便
な
法
を
考
へ
た
の
は
毎
月
、
食
事
の
続
計
を
取

Dる
こ
と
で
あ
る
。
外
で
食
事
を
す
る
の
は
品
行
不
良
と
見
ら
れ

る
。内

男
生
が
舎
試
を
受
け
て
合
絡
す
る
と
、
成
績
に
從
つ
、
て
権
恩
を

受
け
る
。
南
宋
時
代
に
は
試
験
は
凡
て
八
分
〔
八
十
猫
〕
以
上
が
優

　
　
　
　
　
　
第
十
よ
ハ
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
轟
ハ
ニ
九

（9S）



　
　
　
　
　
匁
代
の
太
學
生
生
滑
（
下
）
（
営
峙
）

六
分
が
李
で
，
優
位
が
合
絡
で
あ
る
づ
舎
試
に
は
各
科
臼
侮
三
分

｝
に
合
絡
…
靴
型
蟹
一
興
へ
、
晶
共
中
十
入
に
は
優
、
静
昂
一
等
に
．
は
満
…
黙
し

二
・
三
等
に
は
九
分
鈴
を
與
へ
る
こ
と
に
な
っ
て
み
て
、
現
今
の

試
験
探
鮎
の
や
う
に
、
答
案
其
物
の
嵐
來
卜
え
を
見
て
つ
け
る
黙

で
は
な
恥
だ
か
ら
馳
の
甘
い
先
生
、
辛
い
先
生
の
薩
別
が
な

い
。
其
科
目
を
李
均
し
て
優
を
取
る
の
は
容
易
で
な
い
が
、
内
舎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

の
積
校
量
と
合
せ
て
取
る
の
は
猫
更
六
ケ
し
い
。
元
豊
に
學
令
が

定
ま
っ
て
か
ら
元
砧
に
至
る
ま
で
に
只
一
入
林
廟
と
い
ふ
者
、
元

畜
以
後
崇
寧
に
至
る
ま
で
に
叉
一
人
張
相
が
之
に
合
格
し
た
。
南

宋
で
は
乾
謹
三
年
以
後
慶
元
頃
迄
の
聞
に
八
入
程
合
書
し
て
み
る

勘
柴
時
岱
は
合
難
の
つ
髪
墾
校
寡
撒
が
少
な

か
っ
た
や
う
で
あ
る
。

　
斯
う
い
ふ
試
験
順
調
は
色
々
な
弊
害
を
生
む
。
殊
に
補
試
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

多
士
雲
集
す
る
の
で
、
中
に
は
替
玉
を
使
ふ
の
も
繊
て
下
る
。
も

っ
と
不
届
き
な
の
は
學
生
が
教
官
に
賄
賂
を
贈
っ
て
黙
を
塘
し
て

貰
．
幽
こ
と
が
あ
る
．
四
三
に
三
舎
の
法
が
繊
來
て
間
も
な
く
、
判

國
子
監
〔
太
學
総
長
〕
沈
欝
長
、
國
子
解
毒
〔
太
學
教
授
〕
余
申
、
王

沈
之
が
参
知
政
事
元
緯
の
子
の
紹
介
で
金
持
か
ら
賄
賂
を
取
っ
た

　
　
　
　
　
　
策
＋
六
巻
筑
四
號
　
六
瓢
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

事
が
．
睡
れ
、
何
れ
も
適
職
さ
れ
る
と
い
ふ
事
件
が
起
つ
た
。
此
に

懲
り
て
政
府
で
は
博
士
諸
生
不
相
一
寸
と
い
ふ
法
律
を
立
て
」
、

一
般
含
生
は
博
士
か
ら
心
入
的
の
指
導
を
受
け
て
は
な
ら
ぬ
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

ふ
禁
令
を
出
し
た
程
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
一
方
に
は
試
験
慶
比
論
が
出
る
。
朱
子
は
穏
健
な
改
革

論
者
で
あ
る
が
、
太
巻
奔
競
の
弊
を
矯
め
る
に
は
解
額
を
地
方
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
助

分
配
す
可
し
と
云
ふ
読
で
あ
る
Q
元
鮪
の
政
治
家
が
三
舎
法
を
慶

止
し
た
時
の
理
由
は
、
毎
月
試
験
を
行
っ
て
常
に
利
害
を
胸
に
戦

は
せ
る
の
は
人
物
を
陵
落
さ
せ
．
衝
心
生
を
互
に
競
織
せ
し
む
る
　
4
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω

の
は
置
薬
に
背
い
て
、
謙
譲
の
徳
を
破
壊
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
あ

　
劫
つ
た
。

　
　
　
註

ω
宋
章
賢
愚
「
山
堂
吊
棒
」
疑
心
巻
二
八
。
學
法
。
國
子
野
業
高
開

　
野
口
〔
中
略
〕
。
蓋
太
墨
之
法
。
旬
有
課
。
月
一
凋
之
。
月
有
試
。

　
季
一
周
之
。

　
「
、
野
史
」
巻
一
五
七
。
選
三
二
三
。
元
豊
二
年
。
頒
別
話
。
〔
中

　
略
〕
月
｝
私
説
。
歳
一
公
試
。
懸
歌
話
劇
。
問
歳
一
舎
試
。
補

　
上
騰
生
。
〔
中
略
〕
公
試
製
舎
生
。
入
第
一
第
二
等
。
升
内
舎
。



　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞳
　
　
　
　
　
　
⑬

　
舎
試
入
優
奉
二
等
升
上
舎
。
殿
板
に
入
を
人
に
、
倉
を
一
字
落

　
し
て
み
る
が
之
で
は
ど
う
し
て
も
讃
め
ぬ
の
で
、
私
意
を
以
て

　
改
め
た
。
試
験
に
關
し
た
資
料
と
な
る
も
の
に
誤
が
多
く
て
後

　
世
を
｝
述
は
す
の
が
幣
随
分
あ
る
。
例
へ
ば

　
宋
李
心
傳
「
建
炎
以
來
朝
野
雑
記
」
甲
集
巻
一
三
。
一
越
歌
元
恩

　
例
。
蕎
制
太
宰
治
三
生
。
積
校
己
優
。
而
舎
試
叉
入
優
等
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ム

　
就
化
原
堂
牒
褐
。
號
繹
褐
窯
元
。
の
上
字
は
内
字
で
な
け
れ
ば

　
な
ら
ぬ
。
之
は
同
書
乙
集
巻
｝
六
〇
太
葱
＋
生
校
定
新
…
制
。
内
含

　
一
百
人
。
校
定
三
十
入
。
増
分
優
李
二
等
。
優
等
再
赴
含
試
。

　
又
入
優
等
。
則
心
様
墨
官
之
。
と
あ
る
の
が
正
し
い
。

②
「
雪
平
」
巻
一
五
七
。
選
畢
志
三
。
一
越
初
。
〔
中
略
〕
三
學
補
外

　
舎
生
。
依
元
豊
令
。
一
歳
四
試
。
〔
中
略
紹
興
〕
＋
三
年
兵
事
梢

　
寧
。
始
建
太
學
。
〔
中
略
〕
侮
歳
春
秋
爾
嘉
穂
．
、
旋
命
扁
歳
一

　
補
｝
暗
影
多
士
雲
集
。
至
分
場
試
合
。
俄
叉
詔
三
年
一
画
Q

　
「
建
炎
怨
讐
朝
野
雅
記
」
甲
下
巻
＝
二
。
太
心
惑
試
．
太
學
補
弟

　
子
員
。
故
例
侮
三
年
科
翠
後
。
朝
廷
差
宮
鎭
院
。
凡
四
方
墓
入
。

　
皆
得
就
試
。
取
合
格
者
喜
入
之
。
謂
之
壁
塗
。

　
「
ゆ
堂
警
語
」
後
楽
雀
一
一
七
。
學
制
。
紹
鼠
ハ
十
六
年
。
太
墨
・
之
初

　
　
　
　
　
二
代
の
太
學
血
盟
活
（
下
）
（
宮
川
）

　
興
也
。
春
補
就
試
者
五
千
入
。
魅
分
撒
揚
。
有
改
名
冒
試
。
至

　
再
三
者
σ
秋
七
月
辛
々
。
中
立
何
若
言
。
今
秋
補
人
嶽
叉
多
。

　
乞
於
貢
院
引
試
。
上
日
士
人
進
取
之
弊
。
　
…
至
子
此
。

　
「
朱
子
語
類
」
巻
一
〇
九
。
或
言
。
濃
墨
補
試
。
動
＝
一
萬
入
之

　
冗
。

　
「
建
炎
論
旨
朝
野
雅
記
」
甲
集
巻
一
三
。
太
宰
補
試
。
淳
熈
後
朝

　
議
。
以
就
試
者
多
。
欲
爲
之
限
制
。
乃
立
待
補
商
法
。
諸
路
漕

　
織
紐
州
軍
。
皆
単
解
試
終
場
人
撒
爲
準
。
憾
百
人
取
六
人
。
許

　
赴
補
試
。
率
開
院
後
十
日
掲
榜
。
然
三
方
人
士
。
多
不
能
。
則

　
爲
他
人
取
其
公
魚
代
之
。
屠
濫
滋
甚
。
慶
元
中
燧
罷
之
。
嘉
奉

　
二
年
。
復
行
跡
補
。
就
三
者
至
三
萬
七
千
病
人
。
分
六
…
腸
十
八

　
差
引
試
論
。
「
宋
季
三
朝
政
要
」
巻
二
っ
密
砧
元
年
。
四
月
。
士

　
人
面
學
補
語
。
士
入
入
試
。
躁
践
而
死
者
衆
。

㈲
「
朱
子
語
聾
」
巻
一
〇
九
。
導
入
読
者
。
既
有
念
法
之
利
っ
叉
有

　
科
舞
之
利
。
不
入
墨
者
っ
電
通
科
畢
一
構
。
額
裏
謙
辞
不
均
利

　
之
所
在
。
人
智
不
趨
。

　
宋
周
密
「
癸
辛
難
識
」
後
家
。
太
學
の
條
。
太
勧
解
試
。
三
余
試

　
無
二
干
。
太
墨
十
人
取
様
入
。
若
参
未
満
年
。
七
聴
取
一
人
。

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巷
　
　
第
四
北
斗
　
　
四
四
三
一
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三
代
の
太
學
生
生
滑
（
下
）
（
宮
崎
）

ω
「
成
淳
臨
安
志
」
巻
一
一
。
太
撃
っ
漬
土
氏
黒
点
廟
。
在
學
之
東

　
南
祭
。
∩
中
略
〕
賛
書
有
日
，
翻
傳
中
興
名
將
、
其
英
盤
未
渓
。

　
葡
判
饗
甚
著
。
蓋
其
故
居
也
。
理
或
羅
宇
。
自
認
遽
明
指
紳
。

　
爲
岳
忠
武
王
。
景
定
二
年
。
從
監
學
之
請
。
職
封
王
樗
。
師
其

　
蕾
謹
．
易
武
霧
文
。

㈲
「
癸
辛
難
識
」
績
集
下
。

㈲
「
癸
軽
挙
識
」
画
集
。

ω
「
宋
史
」
巻
｝
五
七
。
選
纂
志
三
。
齋
長
駆
。
月
書
其
行
藝
。
行

　
謂
脚
数
不
渓
規
矩
。

　
「
朱
子
語
類
」
懸
一
〇
九
。
上
覧
風
化
之
原
。
所
謂
季
放
行
藝

　
者
．
行
頭
可
笑
。
只
侮
月
頭
一
日
〔
月
？
〕
之
食
便
是
。
先
盤
笑

　
日
。
何
其
簡
易
也
。

⑧
「
癸
半
額
識
」
後
集
。
上
舎
試
。
毎
三
入
取
一
人
。
優
等
十
人
。

　
〔
中
略
〕
通
二
更
十
分
。
亜
〔
第
二
番
〕
鼎
〔
第
三
番
〕
各
九
分
醗
。

　
襲
名
〔
第
四
番
一
驚
十
番
〕
並
八
分
。
卒
六
分
。
之
に
よ
れ
ば
答

　
案
は
先
づ
患
來
る
順
に
番
號
を
つ
け
て
、
其
上
で
鮎
を
つ
け

　
る
。
金
壷
の
三
分
丁
ぞ
合
格
さ
せ
、
典
中
＋
人
に
優
を
つ
け

　
る
。
　
｝
番
は
満
点
…
、
二
番
三
番
は
九
十
鷹
峯
。
四
番
か
ら
十
番

　
　
　
　
　
　
　
錐
十
・
六
巻
　
第
四
號
　
　
　
山
ハ
瓢
一
二

　
　
迄
は
八
十
黙
。
以
下
は
六
十
黙
で
あ
る
。

　
働
同
書
。
其
〔
舎
〕
試
、
爾
年
一
次
。
牽
在
季
秋
。
聖
旨
差
官
。
命

　
　
極
欝
欝
題
。
重
於
省
試
。

　
1
0
「
威
淳
晦
安
志
」
巻
二
。
太
學
。
母
宮
位
。
闘
子
魚
臭
仁
傑
記

　
（

　
　
繹
褐
の
註
文
勢
照
、

　
切
「
宋
史
」
一
六
五
。
職
官
志
五
。
〔
元
砧
〕
五
年
。
殿
中
侍
御
史
界

　
　
象
求
言
。
〔
中
略
）
補
試
伺
察
不
巌
。
有
意
手
之
弊
。

　
　

　
1
2
宋
君
臨
泰
「
市
諜
軒
暦
黛
…
録
」
三
六
）

　
N

　
1
3
「
宋
史
」
巻
三
四
〇
。
劉
塾
際
。
繁
上
領
U
。
∩
中
略
〕
然
而
比
蹴

　
（

　
　
太
墾
強
起
順
順
。
有
司
縁
此
。
老
儒
法
禁
。
〔
中
略
〕
甚
可
惟

　
　
者
。
博
士
諸
生
。
禁
不
相
見
。
教
論
無
所
施
。
質
閣
下
所
從
。

　
　
月
巡
所
隷
之
齋
醸
巳
。
齋
奢
翫
ボ
一
。
随
経
分
隷
。
則
渠
易
博

　
　
士
蒙
巡
禮
齋
。
詩
博
士
兼
巡
業
齋
。
所
至
織
姫
愚
問
。
相
與
揖

　
　
諾
。
亦
或
不
交
一
言
而
退
。
熾
越
年
講
。
以
札
賄
賂
。

　
ラ

　
一
4
「
朱
子
語
類
」
巻
一
〇
九
。
看
聖
霊
均
上
坐
解
額
於
諸
路
。
便
無

，
　
　
　
（

　
　
事
。

　
ラ

　
．
1
5
「
玉
海
」
巻
一
＝
一
。
學
校
下
。
元
豊
太
笛
三
舎
法
。
元
酪
元
年

　
（

　
　
四
月
。
王
勲
業
雷
。
博
士
募
於
簿
書
。
諸
生
困
二
丈
法
。
講
罷

（06）



三
舎
法
。
〔
中
略
。
程
〕
願
請
。
〔
中
略
〕
自
元
豊
聡
國
累
乗
額
五

百
人
。
來
考
奔
湊
。
欲
量
留
百
人
。
録
分
下
主
郡
。
庶
幾
士
安

郷
土
。

「
名
臣
言
行
録
」
外
集
。
巻
三
。
程
顧
。
同
源
壁
。
顧
臨
。
及
國

子
監
長
武
、
看
詳
國
子
監
制
。
先
生
所
定
。
大
業
蹴
爲
。
學
校

是
義
相
先
石
地
。
両
月
使
之
爾
。
殊
非
教
養
之
道
．
講
改
試
爲

課
。
〔
中
略
〕
霧
海
額
。
以
腕
利
誘
。

「
宋
山
久
購
瓢
」
巻
山
ハ
O
o
　
王
…
厳
悶
叉
G
池
粥
羅
些
ニ
ム
古
法
ψ
臣
霧
竜
宮
三
者

所
以
葦
・
群
材
。
而
樂
育
之
G
重
工
其
志
業
。
養
其
名
爵
。
優
游

野
徐
◎
以
粛
粛
暴
五
情
。
不
必
科
慕
之
外
。
別
事
進
取
之
多

岐
。
以
支
離
島
回
。
而
激
越
雫
端
。
使
利
害
得
失
。
日
交
職
於

胸
中
。
粥
育
徳
養
道
之
画
意
。
雰
所
場
敦
数
化
入
材
也
。

四
　
齋

含

　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
甘
雨
は
残
ら
ず
齋
舎
へ
入
れ
ら
れ
る
。
各
齋
舎
〔
庸
宿
舎
〕
の
大

さ
は
五
糠
〔
不
精
確
な
言
ひ
方
で
あ
る
が
〕
。
三
十
人
宛
を
敗
容
し

勿
論
面
起
で
庭
園
が
つ
い
て
居
り
。
亭
か
二
つ
三
つ
附
寒
し
て
る

る
。
太
學
全
艦
の
建
物
の
配
置
は
北
宋
時
代
は
分
ら
な
い
が
、
南

　
　
　
　
　
三
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
ハ
宮
崎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿

宋
の
は
伊
藤
東
涯
の
［
、
制
度
通
」
に
取
っ
て
あ
る
の
で
、
之
を
輻
載

す
る
。
（
九
十
七
頁
参
照
）

　
　
　
　
　
　
　
の

　
食
事
は
凡
て
官
費
で
あ
る
が
、
上
舎
、
内
舎
、
外
土
と
丁
年
級

に
從
っ
て
待
遇
が
異
る
。
炊
事
の
方
は
濫
厨
の
使
臣
〔
武
官
〕
が
軍

人
を
何
薮
入
が
引
証
し
て
や
っ
て
來
て
、
其
他
の
法
用
に
も
當
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

せ
る
。
學
絞
の
方
で
之
を
齋
僕
と
よ
ん
で
み
る
。
食
費
だ
け
は
官

給
で
あ
る
が
其
他
の
維
費
、
燈
油
と
か
寝
肇
と
か
は
自
費
で
、
外

に
交
際
費
な
ど
大
分
か
、
る
の
で
貧
乏
人
は
入
れ
な
い
。
千
供
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

太
學
に
入
れ
た
爲
に
、
千
金
の
家
を
破
産
す
る
親
も
あ
っ
た
。

　
學
生
が
全
部
寮
へ
入
れ
ら
れ
る
の
で
、
墨
生
生
活
は
同
時
に
寮

生
活
で
あ
る
。
學
年
二
級
に
分
れ
な
い
で
一
つ
の
齋
舎
が
團
結
の

中
心
に
な
る
。
此
で
は
互
に
知
ら
ぬ
遽
芳
か
ら
來
た
同
志
が
害
り

集
っ
て
同
舎
生
と
い
ふ
一
つ
の
小
さ
い
赴
會
を
形
造
る
。
方
言
ま

じ
り
の
田
舎
辮
で
、
各
々
郷
璽
の
奇
習
異
俗
を
語
り
會
ふ
こ
と
も

あ
ら
う
。
近
い
郷
里
を
持
つ
た
者
は
時
に
實
家
か
ら
の
土
産
物
を

同
舎
に
擬
舞
ふ
こ
と
も
あ
ら
う
。
異
っ
た
地
方
の
酒
を
探
し
て
、

色
々
に
配
合
し
て
カ
ク
テ
ル
の
新
種
を
発
明
す
る
左
利
き
も
鵬
來

　
　
の

て
く
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
山
一
巻
　
　
第
｝
頒
回
號
　
　
　
山
ハ
三
三
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畔
々
同
舎
椙
集
っ
て
町
へ
出
て
懇
親
會
を
開
く
ひ
よ
く
あ
る
も

の
で
世
話
好
き
な
男
が
萬
年
幹
事
に
な
る
。
岳
飛
を
殺
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
わ

悪
く
云
は
れ
る
一
事
は
そ
れ
で
あ
っ
て
、
秦
長
脚
〔
長
脛
彦
の
秦

檜
〕
と
呼
ば
れ
た
。
宴
會
に
は
必
ず
妓
を
招
く
。
尤
も
妓
は
官
妓

で
あ
っ
て
、
太
學
生
は
窟
吏
待
遇
な
の
で
之
を
呼
ぶ
資
格
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ウ
シ
ツ
ク

る
。
齋
の
集
正
〔
事
務
員
冒
が
轄
を
輸
し
て
，
　
下
呂
弟
子
某
人
㍉

　
　
　
　
　
　
ア
ク
レ
　
　
ノ

到
尊
慮
ゐ
正
訓
直
本
章
燕
集
一
。
と
書
い
て
、
齋
印
を
押
し
て
呼
び

に
や
る
。
隅
隣
に
方
々
で
宴
會
が
あ
る
と
、
妓
の
奪
ひ
念
ひ
が
起

る
。
酵
に
腕
力
に
訴
へ
て
、
齋
僕
を
引
牽
し
て
學
生
が
先
に
立
っ

て
大
喧
嘩
を
始
め
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
皇
別
鑛
で
豪
遊
し
よ
う

な
ど
思
ふ
者
は
太
畢
生
の
知
合
に
な
っ
て
同
舎
懇
親
會
だ
と
い
っ

て
憂
慮
に
印
を
押
さ
せ
て
妓
を
呼
び
出
す
工
夫
を
す
る
。
　
一
般
に

畢
生
の
風
紀
は
良
く
な
か
っ
た
。

　
心
安
さ
の
亙
り
、
同
舎
生
同
志
が
悪
戯
を
し
過
ぎ
て
失
敗
す
る

事
も
あ
る
。
或
時
、
一
學
生
が
あ
ま
り
よ
く
眠
っ
て
み
る
の
で
，

吃
驚
さ
せ
よ
う
と
、
皆
が
集
っ
て
其
寝
蘂
の
前
へ
香
華
を
供
へ
て

死
人
を
扱
ふ
艦
に
し
て
、
目
が
醒
め
て
何
を
す
る
か
笑
っ
て
や
ら

う
と
覗
い
て
み
た
。
墨
髭
に
本
人
は
む
く
む
く
起
き
上
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
主
事
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
営
略
）

お
供
物
を
見
る
と
び
っ
く
り
し
て
「
さ
て
は
俺
は
何
時
の
間
に
か

死
ん
だ
の
か
」
と
云
っ
て
泣
き
出
し
た
が
、
や
が
て
雁
垂
す
や
す

や
眠
り
出
し
た
の
で
、
安
心
し
て
み
る
と
，
翌
朝
に
な
っ
て
其
儘

　
　
　
　
⑳

死
ん
で
み
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
同
舎
か
ら
出
世
し
た
者
が
出
る
と
光
齋
の
禮
を
行
ふ
。
或
は
駄

元
に
及
第
も
た
者
、
帥
漕
宰
相
に
試
せ
ら
れ
た
者
な
ど
が
凱
旋
將

軍
の
如
く
、
嘗
て
幾
年
の
野
生
生
活
を
迭
つ
乖
齋
舎
へ
館
っ
て
來

る
の
で
あ
る
。
之
を
記
念
す
難
く
垂
準
亭
、
宰
相
亭
が
建
て
ら
れ

或
は
光
齋
記
を
錯
つ
た
石
碑
が
立
て
ら
る
。
此
時
歌
元
は
鍍
金
の

鼠
壁
翠
蓋
一
理
、
帥
漕
〔
安
撫
使
、
韓
面
面
〕
な
ら
ば
會
子
二
百
千

酒
＋
愈
、
宰
執
〔
左
右
丞
相
、
参
知
政
事
〕
な
ら
ば
眞
金
碗
一
隻
を

寄
附
す
る
の
が
例
に
な
っ
て
み
る
。
も
っ
と
偉
い
人
は
そ
の
齋
の

守
り
紳
と
し
て
祠
ら
れ
る
。
叉
さ
う
い
ふ
人
の
住
ん
で
み
た
部
屋

は
、
縁
起
の
よ
い
部
屋
と
し
て
皆
野
っ
て
入
り
た
が
る
。
他
人
が

既
に
荷
物
を
持
ち
込
ん
だ
後
へ
穿
て
、
其
荷
物
を
蓮
び
出
し
て
自

分
が
頑
張
る
な
ど
と
い
ふ
横
着
な
の
も
あ
る
。

　
そ
こ
へ
ま
た
迷
信
の
入
る
隙
が
出
張
る
。
齋
に
は
齋
牌
〔
額
冒
か

懸
っ
て
み
て
結
構
な
文
宇
が
書
い
て
あ
る
。
所
が
之
が
大
い
に
齋

　
　
　
　
　
　
餓
剛
十
山
ハ
毬
　
飽
曙
四
號
　
　
　
山
ハ
三
五
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宋
代
の
太
學
坐
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

生
の
蓮
命
に
關
係
す
る
。
廻
心
齋
で
白
髭
亭
を
立
て
た
が
十
三
人

省
試
を
受
け
た
中
、
一
入
が
問
も
な
く
亡
く
な
っ
た
。
斗
は
十
二

だ
か
ら
で
あ
る
。
篤
信
齋
で
「
徳
聚
」
と
書
い
た
牌
を
懸
け
た
』
其

年
十
四
人
會
試
を
受
け
た
が
種
か
に
二
人
し
か
合
格
し
な
か
っ

た
。
徳
と
い
ふ
字
の
巾
に
＋
四
と
い
ふ
字
が
含
ま
れ
、
聚
字
を
分

解
す
る
と
取
二
人
と
な
る
。
前
壷
の
丈
字
が
ち
ゃ
ん
と
齋
生
の
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

命
を
豫
言
し
た
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
註
、

ω
「
宋
史
扁
巻
一
五
。
紳
宗
本
紀
、
元
豊
二
年
八
月
甲
寅
。
詔
暦
太

　
塵
・
生
金
。
儒
八
十
齋
。
齋
三
十
入
。
岡
書
巻
一
五
七
。
選
曝
志

　
三
。
太
墨
…
置
八
十
齋
。
齋
各
五
重
。
容
三
十
人
。

　
南
宋
に
て
は
太
畢
に
齋
舎
が
二
十
あ
り
、
學
生
の
撒
は
凡
そ
八

　
百
人
な
れ
ば
一
齋
小
藩
．
四
十
人
位
で
あ
る
。
各
齋
に
は
夫
々
齋

　
名
が
あ
る
。
「
成
涼
臨
安
志
」
巻
一
一
。
太
墨
◎

②
秘
藤
東
涯
「
制
度
通
」
総
十
一
に
「
事
林
廣
記
」
よ
り
縛
貸
し
た
と

、
こ
と
わ
っ
た
南
宋
工
面
の
騰
を
載
せ
て
み
る
が
、
n
本
に
て
元

　
藤
年
間
覆
刻
し
た
〔
事
林
廣
記
Ψ
に
は
正
門
を
探
し
て
も
な
い
。

　
御
薩
の
同
書
を
見
る
を
得
ざ
る
を
遺
憾
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
よ
ハ
榔
溜
　
第
一
四
號
　
　
　
轟
ハ
三
山
ハ

㈹
「
朱
子
語
録
」
巻
一
〇
九
。
向
脅
三
舎
之
弊
。
菓
嘗
及
見
。
老
成

　
入
浴
。
劉
膀
震
云
、
縣
學
嘗
得
一
番
分
肉
。
肉
有
内
舎
外
奮
多

　
募
集
差
。
偶
齋
早
馬
錯
了
一
分
。
學
鑑
便
以
界
塵
事
齋
僕
。
高

　
聲
大
証
云
。
我
是
内
舎
生
。
如
何
雪
空
得
外
舎
生
肉
。
如
此
等

　
無
廉
恥
事
無
毒
。
只
是
察
京
法
度
如
露
。
此
に
察
京
法
度
が
此

　
の
如
し
と
い
へ
ば
縣
雛
の
み
な
ら
す
太
學
も
同
様
で
あ
っ
た
で

　
あ
ら
う
。

ω
「
出
堂
考
索
」
後
集
巻
二
八
。
墨
注
。
元
豊
三
年
二
月
辛
丑
。
詔

　
園
子
監
。
〔
中
略
U
暦
監
肘
壷
距
。
各
一
員
。
〔
中
略
〕
南
冥
巡
宿

　
剰
員
。
並
鷺
嬬
二
百
人
。
並
從
看
詳
學
翻
厨
講
也
。
此
に
云
ふ

　
巡
工
員
は
他
の
宮
司
の
例
を
見
れ
ば
軍
人
で
あ
吻
、
醗
肘
使
臣

　
〔
使
距
は
軍
営
〕
の
指
輝
下
に
騰
す
る
も
の
で
あ
る
。
蘭
の
註
㈲

　
を
見
れ
ば
齋
の
料
理
入
は
齋
僕
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
帥
ち
耽

　
に
い
ふ
巡
宿
剰
員
其
者
に
外
な
ら
ぬ
や
う
で
あ
る
。
剰
員
と
は

　
額
署
員
の
意
味
な
ら
ん
。

㈲
宋
陸
佃
〔
陶
山
集
〕
巻
～
五
。
石
子
傍
墓
誌
銘
．
景
内
寸
諸
弟
。

　
昔
嘗
從
予
。
在
太
學
。
見
箕
ハ
諮
小
食
不
美
。
夜
分
寒
燈
榮
然
。
欲

減
興
光
青
書
。
兄
弟
共
之
。
而
寝
鰍
鎖
鋸
楊
。
厳
守
蓋
逓
焉
。

（　100　）
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〔
中
略
ロ
今
方
病
呉
越
之
俗
語
浮
。
倫
子
借
名
於
儒
。
而
横
肘
象

　
資
如
水
。
千
金
之
室
。
至
以
薄
書
破
業
者
有
奥
。

⑥
宋
羅
大
経
。
「
鶴
林
玉
露
」
巻
一
六
。
頃
在
太
一
學
時
。
同
禽
以
思

堂
春
。
合
壁
州
北
府
兵
尉
。
原
慶
遠
堂
。
倉
嚴
州
瀟
酒
泉
。
飲

　
之
甚
佳
。
〔
武
林
魯
事
訳
六
に
北
府
兵
耐
と
あ
る
の
と
岡
じ
で
あ

　
ら
う
が
何
れ
が
是
な
る
か
を
知
ら
す
〕
噛
太
畢
で
は
酒
は
よ
く
飲

　
ん
だ
や
う
で
あ
る
。
同
書
巻
三
。
宋
紹
熈
甲
寅
。
番
謡
諸
生
。

　
擬
拗
行
樂
表
面
。

　
　
周
公
船
我
。
願
焚
酒
詰
於
懸
衛
。

　
　
孔
子
評
言
Q
講
束
孝
経
管
高
閣
撃

　
な
ど
』
随
分
ふ
ざ
け
た
の
も
あ
る
。

⑦
。
鶴
林
玉
露
」
巻
五
秦
檜
少
遊
太
學
。
博
記
好
文
。
善
業
鄙
事
。

　
同
舎
號
爲
秦
長
脚
。
憾
出
遊
飲
。
必
委
之
緋
集
。
「
癸
辛
難
識
」

　
後
輪
。
墨
余
瀧
州
集
。
必
職
別
妓
。
乃
三
盆
齋
聖
母
。
膚
出
帖
子
。

　
用
齋
印
明
書
。
仰
弟
子
某
人
。
到
何
慮
。
祇
直
本
選
燕
集
。
專

　
有
】
等
野
猫
兇
卜
慶
等
。
＋
思
入
。
專
充
撮
管
。
欺
騙
野
物
。

　
以
爲
賞
謡
講
磯
之
地
。
凡
外
歓
命
導
者
。
但
與
齋
生
一
入
相

　
稔
。
便
可
借
此
。
出
柚
呼
之
。
聞
事
不
知
起
於
何
畔
。

　
　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

　
「
癸
辛
雑
誠
」
溺
響
応
土
、
林
喬
泉
州
人
。
頗
有
記
間
。
初
遊
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
痒
。
涼
祐
丙
午
。
宗
學
誤
謬
齋
。
典
太
學
出
身
齋
。
雫
妓
魏

　
華
。
喬
挾
府
學
諸
僕
儒
助
。
平
成
大
関
。

⑧
宋
、
馬
純
「
早
急
新
羅
」
學
校
諸
因
齋
熟
纏
。
輿
衆
戯
。
以
香
燭

　
花
果
楮
銭
之
類
．
設
供
於
臥
馬
前
。
而
潜
偲
之
。
癌
者
既
畳
。

　
兇
之
U
。
我
己
死
際
。
戯
漱
不
己
。
少
計
器
疲
。
久
不
復
起
。

　
就
之
眞
死
突
。

働
「
癸
辛
灘
識
扁
後
集
。
太
燈
腰
學
先
蓬
露
齋
。
各
有
光
齋
之
禮
。
各
刻

　
予
齋
牌
之
上
。
宰
執
則
途
眞
金
箔
一
隻
。
歌
元
則
迭
鍍
金
魁
星

　
杯
絆
一
副
。
師
漕
新
除
。
各
齋
十
八
界
二
百
千
。
酒
十
奪
。

　
太
學
諸
齋
。
餐
祠
太
齋
之
有
徳
行
者
。
帰
心
齋
果
心
寄
。
叢
祠

　
栗
齋
躍
鰹
。
循
理
解
祠
慈
湖
網
点
Q
果
行
沸
騰
梅
渓
王
十
期
。

　
菊
破
日
興
之
。

　
「
威
淳
臨
安
志
」
怨
＝
。
太
學
の
條
を
見
る
に
、
篤
信
齋
に
蛾

　
元
宰
相
二
亭
あ
り
n
槻
化
齋
に
塗
立
〔
殿
試
第
二
入
〕
宰
輔
二
亭

　
が
あ
る
。
時
中
齋
の
番
威
望
宏
圖
記
大
嵐
光
齋
の
碑
文
に
、
擢

　
冷
罵
燕
周
畢
生
日
光
齋
。
と
あ
っ
て
新
及
第
の
進
士
は
皆
齋
に

　
蹄
つ
で
同
舎
に
振
舞
う
た
も
の
ら
し
い
。

　
　
　
　
　
　
鎮
十
山
ハ
巻
　
　
第
四
魏
　
　
　
山
脚
瓢
∵
七

（　ZOI　）



　
　
　
　
　
宋
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
綺
）

ラ
ー
0
「
蔵
王
五
識
」
績
巻
下
。
上
製
齋
牌
。
亦
有
配
係
。
雷
宜
中
爲
成

（　
均
階
。
立
三
椀
市
於
墨
前
。
市
字
似
弔
字
。
即
時
學
生
三
入
。

　
皆
不
得
其
死
。
存
心
齋
立
斗
魁
牌
。
経
時
十
三
人
遇
省
。
既
而

　
徐
糖
死
。
以
墨
字
止
爲
十
二
也
。
篤
信
齋
。
立
徳
聚
牌
。
時
本

　
齋
十
四
人
赴
挙
試
っ
僅
二
人
。
蓋
軍
畑
黒
影
十
四
字
。
而
聚
字

　
掻
取
二
人
煎
飯
也
。

五
　
學
校
騒
動

　
・
墨
生
が
多
勢
集
る
と
騒
ぎ
幽
す
の
は
今
も
祷
も
憂
ら
な
い
と
見

え
る
。
そ
れ
で
時
々
學
校
騒
動
が
勃
興
す
る
。
歴
代
の
政
治
家
は

こ
の
墨
校
の
取
締
り
で
頗
る
頭
を
幅
ま
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め

　
太
墨
・
は
國
子
監
の
管
轄
を
受
け
、
其
長
官
，
野
冊
総
長
に
當
る

者
は
判
國
子
監
、
後
に
太
學
祭
酒
と
改
め
た
。
太
墨
は
風
化
の
源

と
い
ふ
の
で
其
長
官
は
名
審
の
地
位
で
あ
る
が
，
集
解
政
治
の
上

で
は
重
要
な
地
位
で
な
い
の
で
、
閑
慢
差
遭
〔
ひ
ま
役
〕
の
中
に
撒

へ
ら
れ
老
朽
官
愛
が
ま
わ
さ
れ
て
來
る
。
羅
校
騒
動
の
際
に
は
斯

う
い
ふ
太
鰹
総
長
は
矢
而
に
立
っ
て
問
題
を
解
決
す
る
だ
け
の
勇

粛
か
な
い
の
で
、
内
陸
諸
公
が
乗
り
出
し
て
騒
動
を
鎭
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
第
乱
丁
山
ハ
雀
　
　
第
四
観
観
　
　
　
山
ハ
一
二
入

こ
で
騒
動
は
い
つ
も
畢
生
封
内
閣
で
、
學
集
の
方
で
は
相
手
に
不

足
な
い
と
思
っ
て
黙
々
騒
ぐ
。

　
北
宋
時
代
に
は
新
漁
獲
政
窯
の
雫
が
烈
し
か
つ
五
の
で
其
像
波

が
太
學
に
も
及
ん
だ
。
元
塁
間
蕎
法
黛
が
政
礎
を
得
る
と
王
安
石

　
　
　
　
　
　
ま
の

の
字
説
を
禁
ず
る
。
再
び
新
法
窯
の
世
に
な
る
と
程
属
蘇
氏
の
墨

　
　
　
鋤

を
禁
じ
た
。
殊
に
薬
京
は
法
津
を
以
て
反
鋤
派
の
言
論
を
抑
へ
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

廷
を
誹
講
ず
る
の
罪
を
定
め
答
案
な
ど
に
も
う
っ
か
り
時
詳
に
鱗

れ
る
こ
と
を
許
さ
ぬ
程
嚴
重
に
取
締
つ
た
の
で
表
面
は
無
事
で
あ

っ
た
。
　
一
面
察
京
は
人
氣
取
に
も
拡
目
な
く
、
太
學
へ
行
っ
て
學

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

生
の
食
べ
る
饅
頭
を
自
分
で
も
食
べ
て
見
せ
た
り
し
た
。
併
し
金

軍
が
南
下
し
て
豪
家
危
急
に
瀕
す
る
と
混
生
が
動
き
聾
し
て
察
京

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊦

の
排
斥
な
ど
を
や
っ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
南
宋
は
始
め
の
問
、
學
生
の
取
締
の
を
嚴
し
く
し
淳
窯
の
頃
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

は
、
墨
生
の
伏
關
上
書
を
禁
じ
た
り
し
て
み
る
が
、
こ
の
頃
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粉

そ
ろ
～
、
學
生
の
叢
動
が
始
ま
っ
た
や
う
で
あ
る
。
塁
壁
の
嘉
定

二
年
〔
西
紀
一
二
〇
九
〕
知
念
安
置
の
趙
師
舞
が
累
生
を
杖
刺
に
塵

し
た
と
い
ふ
の
で
。
畢
生
が
知
麿
排
斥
を
企
て
Σ
碕
盟
罷
絞
で
も

起
し
そ
う
に
な
つ
実
の
で
、
致
府
で
億
翫
む
な
く
趙
筆
端
を
鷺
屍

（102）



し
た
。
次
に
嘉
定
十
年
に
都
に
於
て
青
蓋
を
用
ふ
る
事
を
禁
止
し

た
の
に
太
墨
生
が
之
を
犯
し
た
と
い
ふ
の
で
、
知
謀
の
鎖
編
が
そ

の
蓋
を
持
っ
て
歩
い
た
齋
僕
を
鞭
つ
九
。
そ
こ
で
諸
生
は
再
び
醐
㎜

結
し
て
政
府
へ
知
府
の
蝿
劾
文
を
持
っ
て
行
っ
た
が
内
閣
諸
公
は

豫
め
門
番
に
命
け
て
面
會
し
な
い
。
そ
こ
で
今
度
は
宮
城
へ
行
っ

て
天
子
に
直
訴
し
た
。
之
で
は
政
府
も
獣
っ
て
居
れ
ぬ
の
で
愈
々

調
停
に
乗
り
召
し
、
先
づ
諸
生
に
向
っ
て
、
先
に
は
胎
生
を
鞭
っ

た
の
で
知
慮
を
崩
じ
た
が
、
命
度
は
草
堂
で
前
と
は
事
態
が
同
一

で
な
い
と
諸
生
を
な
だ
め
、
天
子
へ
の
直
訴
丈
も
押
へ
て
通
じ
さ

せ
ぬ
。
學
生
團
は
並
々
激
昂
し
て
愈
々
最
後
の
手
段
た
る
同
盟
罷

校
を
決
行
し
、
攻
府
か
ら
貰
っ
た
綾
紙
〔
僻
令
書
〕
を
崇
聖
堂
〔
講

堂
〕
に
積
上
け
、
閾
を
望
み
湿
舞
し
て
立
去
っ
た
。
す
る
と
武
學

〔
陸
軍
大
衡
〕
で
も
之
を
聞
い
て
同
清
罷
校
を
行
っ
て
み
ん
な
引
上

け
た
。
こ
ん
な
事
は
都
に
始
め
て
な
の
で
、
観
者
驚
測
し
た
と
あ

る
。
丁
度
皇
后
の
兄
、
楊
次
山
が
も
と
退
過
繊
身
の
先
華
な
の
で

之
を
聞
い
て
、
裏
か
ら
天
子
へ
事
情
を
取
次
い
だ
の
で
、
天
子
は

直
筆
で
墨
官
を
し
て
諸
生
を
喩
さ
し
め
、
程
箪
を
他
の
官
に
移
し

た
。
政
府
で
も
又
、
飽
迄
諸
生
が
飾
ら
ね
ば
除
各
塵
分
に
し
て
州

　
　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
摺
（
下
）
（
富
綺
）

學
の
職
事
を
補
閾
入
墨
せ
し
め
や
う
と
計
電
を
立
て
た
の
で
、
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

養
生
は
唯
々
と
し
て
蹄
っ
て
來
た
。
之
に
味
を
占
め
て
、
此
後
に

は
霊
・
相
…
台
諫
を
も
構
は
す
攻
盤
ふ
碕
國
る
や
う
に
な
っ
た
。
理
宗
の
淳

鮪
四
年
〔
西
紀
＝
面
四
〕
時
の
右
丞
相
史
潮
之
は
叔
父
史
彌
逡
の

後
を
う
け
て
大
臣
と
な
り
、
科
象
出
身
で
な
く
墨
問
に
理
解
が
な

い
と
い
ふ
の
で
、
墨
生
に
不
評
判
で
あ
っ
た
が
、
丁
度
こ
の
年
父

が
死
ん
で
喪
に
服
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
を
、
特
に
奇
し
て
起
復
し
た

事
が
あ
っ
た
。
す
る
と
先
づ
太
學
生
が
百
四
十
四
人
上
書
し
て
、

彼
が
早
く
喪
に
服
せ
ざ
る
を
攻
撃
し
、
逝
い
て
武
草
生
六
干
七
人

京
學
生
〔
重
安
府
墨
、
高
等
學
校
に
當
る
〕
九
＋
四
二
、
宗
學
盈

〔
學
習
院
〕
三
十
四
入
が
各
々
連
名
で
同
襟
の
上
書
を
な
し
、
麿
下

墨
生
の
総
罷
校
が
起
り
そ
う
に
な
っ
た
。
第
一
回
の
上
書
の
同
答

が
無
い
の
で
翌
日
再
び
太
學
、
武
断
・
、
宗
早
生
が
重
ね
て
上
書
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

る
。
天
子
も
塗
に
屈
し
て
史
講
之
の
超
復
を
取
溝
す
こ
と
に
し

た
。
此
以
後
政
府
で
も
捨
て
、
お
け
ぬ
の
で
巨
費
の
取
締
を
嚴
に

し
、
墨
生
も
反
抗
の
氣
勢
を
盛
に
し
て
度
々
衝
突
が
起
つ
た
。
政
府

で
は
太
學
、
武
學
，
宗
學
の
三
墨
は
歴
と
し
た
官
立
累
校
な
の
で

一
寸
す
ぐ
手
が
つ
け
ら
れ
ぬ
が
府
立
の
京
學
に
目
を
つ
け
た
。
此

　
　
　
　
　
　
鱈
禦
十
・
山
ハ
巷
　
第
四
號
　
　
　
六
三
九

（　103　）



　
　
　
　
　
豊
代
の
太
墨
型
蛮
活
（
下
）
ハ
宮
崎
）

蒔
京
畢
類
紳
法
と
い
ふ
の
が
あ
っ
て
、
太
羅
の
入
墨
賛
絡
は
地
方

総
量
生
で
あ
り
、
其
學
校
の
試
験
を
受
け
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

が
、
地
方
人
士
が
都
へ
出
て
京
學
に
審
寵
し
て
此
で
誘
電
を
受
け

地
方
州
再
生
と
桐
様
の
扱
を
受
る
事
を
許
し
た
。
こ
の
遊
士
の
取

締
が
最
も
困
難
で
あ
っ
た
の
で
、
此
後
度
々
禁
令
を
愉
し
て
寄
留

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

學
生
を
都
か
ら
追
ひ
沸
っ
て
。
三
學
の
％
翼
を
去
っ
た
。
之
は
淳

詰
十
二
年
に
至
っ
て
徹
底
的
に
實
行
さ
れ
た
が
其
年
賦
一
事
件
が

起
つ
た
。
夫
は
武
庫
生
が
一
入
秘
中
で
急
死
し
た
檬
－
が
可
怪
だ

と
い
ふ
の
で
、
知
府
の
余
晦
が
懸
坊
を
十
四
五
人
、
答
宿
へ
や
っ

て
瞼
査
さ
せ
、
死
薩
を
侮
辱
し
た
と
い
ふ
の
で
草
聖
生
が
償
慨
し

て
知
府
を
排
斥
し
て
罷
校
を
は
じ
め
、
今
度
は
太
學
と
宗
學
も
同

情
罷
校
を
な
し
、
余
晦
が
政
府
に
陳
情
し
や
う
と
し
て
輔
に
乗
っ

て
出
か
け
る
と
，
學
生
が
待
ち
伏
せ
し
て
暴
行
し
そ
う
な
の
で
、

恐
れ
て
、
都
を
逃
げ
回
す
と
い
ふ
騒
ぎ
、
國
子
司
業
の
薬
杭
が
上

書
し
て
，
余
晦
を
罷
発
し
て
諸
軍
、
に
謝
し
、
同
時
に
自
分
を
発
じ

て
今
回
の
責
任
を
引
か
ん
と
乞
ふ
と
、
難
度
は
京
藥
も
上
書
し
て

察
杭
の
留
任
扇
動
を
起
す
、
結
局
之
は
余
晦
と
察
貌
の
韓
任
で
問

　
　
　
　
　
獅

題
が
解
決
し
た
。
翌
轡
滋
元
年
、
顔
郷
中
が
京
ヂ
と
な
っ
て
，
三

　
　
　
　
　
　
第
十
六
谷
　
　
餓
揮
凶
門
號
　
　
　
山
畑
四
〇

墨
が
訴
訟
の
要
あ
る
時
は
先
づ
國
干
監
に
申
し
出
し
、
府
磨
で
は

國
子
監
か
ら
の
報
に
よ
っ
て
審
議
す
る
と
定
め
、
次
年
測
光
闘
が

京
ヂ
と
な
り
、
凡
て
學
校
の
訴
訟
は
國
子
鑑
か
ら
謹
明
を
貰
っ
て

來
ね
ば
一
つ
け
ぬ
と
規
定
し
た
の
で
學
含
は
大
い
に
償
醸
し
、
そ

ろ
く
馬
光
瀧
の
排
斥
を
計
謎
し
酪
し
た
の
で
、
馬
光
線
も
氣
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

悪
く
な
り
自
ら
乞
う
て
外
任
に
就
い
た
。

　
蜜
瀞
…
四
年
〔
丁
四
紀
一
…
詳
解
山
ハ
〕
↑
↓
大
全
が
灘
隅
力
“
ぜ
振
・
り
た
時
，
　
十
ハ

學
生
の
陳
宜
中
等
六
人
が
上
書
し
て
攻
撃
し
た
。
丁
大
全
は
先
に

史
嵩
之
が
優
柔
で
失
敗
し
た
の
に
懲
り
て
、
今
度
は
断
乎
と
し
て

弾
駆
す
る
こ
と
に
決
し
、
六
人
の
學
籍
を
奪
ひ
流
刑
に
近
し
た
。

其
時
國
子
祭
酒
、
三
業
嶽
下
齋
生
が
郊
外
ま
で
見
途
つ
た
と
い
ふ

の
で
、
丁
大
喪
は
愈
怒
っ
て
碑
を
墨
内
へ
立
て
Σ
訓
戒
を
書
き
、

妄
り
に
國
政
を
議
す
る
こ
と
を
戒
め
、
學
則
を
改
正
し
て
諸
生
が

上
書
す
る
に
は
墨
官
が
検
写
し
て
、
登
聞
瞼
院
に
牒
報
し
て
後
聞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勤

奏
す
る
を
許
す
等
制
隈
を
加
ぺ
九
。

　
丁
度
此
頃
，
藤
右
の
侵
入
が
あ
っ
て
、
夫
に
は
丁
大
全
が
食
吏

を
用
み
た
旙
に
入
民
が
謀
反
し
て
蒙
古
に
内
通
し
た
儒
だ
な
ど
い

ふ
風
評
が
立
ち
、
政
府
内
部
か
ら
も
反
封
が
あ
り
學
生
も
攻
繋
し

（104）



て
丁
大
全
は
間
も
な
く
没
落
し
、
丁
大
全
が
學
校
を
…
弾
厭
　
す
る
時

間
牒
に
な
っ
た
と
云
は
れ
た
方
大
腸
は
塾
生
に
憎
ま
れ
て
、
進
士

及
第
の
題
名
碑
か
ら
名
を
削
り
取
ら
れ
た
り
な
ど
し
た
。

　
其
後
に
宰
相
と
な
っ
た
の
に
費
湖
月
と
い
ふ
人
物
が
あ
．
る
。
之

は
人
奪
取
政
策
の
誠
に
巧
妙
な
男
で
、
八
方
美
人
主
義
で
あ
っ
た

が
、
學
校
に
鋤
し
て
も
焼
冷
を
カ
つ
く
で
抑
へ
て
ば
か
り
る
て
は

い
か
ぬ
。
つ
ま
り
思
想
善
導
と
い
ふ
事
を
考
へ
繊
し
た
。
之
が
儒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

に
先
づ
大
切
な
の
は
思
想
善
導
費
を
多
分
に
出
す
。
難
生
の
給
養

を
豊
に
し
て
や
る
。
學
田
を
澤
ゆ
寄
附
す
る
。
配
当
を
厚
く
す

る
。
先
に
丁
大
全
に
流
さ
れ
た
陳
宜
中
等
を
呼
び
戻
し
て
、
科
羅

を
受
け
さ
せ
態
と
廷
試
第
二
人
に
該
塗
し
た
。
そ
れ
で
學
生
の
間

に
は
今
度
の
宰
紺
は
分
っ
て
る
る
と
い
ふ
の
で
大
慶
評
判
が
宜
し

か
っ
た
。
尤
も
頁
半
道
は
學
校
の
事
に
は
細
心
の
注
意
を
沸
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

舎
監
塞
の
湯
殿
の
落
書
ま
で
知
っ
て
み
た
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
併

し
質
里
道
は
無
嗜
に
學
生
の
機
嫌
ば
か
り
取
っ
て
み
た
の
で
な
く

抑
へ
る
所
は
ビ
シ
／
、
抑
へ
た
。
運
定
五
年
〔
西
記
一
二
六
四
〕
彗

星
が
出
た
時
、
太
畢
生
の
驚
規
、
葉
李
等
が
上
書
し
て
要
似
道
を

攻
灘
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
鋪
へ
て
鯨
を
し
て
流
し
者
に
し
た
。
彰

　
　
　
　
　
朱
代
の
太
索
書
賦
活
（
下
）
（
宮
騎
）

成
大
と
い
ふ
者
が
叉
貰
声
道
に
反
検
し
た
と
い
ふ
の
で
、
其
落
度

を
見
つ
け
て
矢
張
零
し
た
上
、
南
予
州
に
流
し
た
。
而
も
學
舎
は

寂
と
し
て
聲
な
く
、
反
っ
て
賢
融
業
が
時
々
癖
職
願
を
出
す
と
、

雫
っ
て
引
と
め
て
今
日
周
公
と
い
ひ
、
明
日
魏
公
と
云
っ
て
賛
跡

　
　
　
　
　
　
効

を
惜
ま
な
か
っ
た
。
経
験
の
淺
い
學
生
等
は
海
山
千
年
の
政
治
家

に
あ
っ
て
は
叶
は
な
い
。
す
っ
か
り
思
想
を
善
導
さ
れ
て
了
つ
た

の
で
あ
る
。
尤
も
當
時
は
ま
だ
思
想
善
導
な
ど
と
い
ふ
言
葉
は
な

い
。
〔
術
を
用
み
て
籠
絡
〕
し
た
と
あ
る
。

　
南
宋
は
三
面
道
筋
樺
時
代
を
以
て
終
を
告
げ
る
。
南
宋
の
亡
び

る
と
共
に
太
學
も
慶
滅
に
臆
し
た
。
併
し
之
は
別
に
文
化
の
上
に

悲
し
む
可
き
現
象
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
、
當
時
の
太
學
は
翫

に
一
種
の
政
治
機
關
で
あ
っ
て
研
究
の
機
關
で
は
な
か
っ
た
。
だ

か
ら
已
に
南
宋
継
母
の
朱
子
の
如
き
は
太
墨
の
改
良
を
論
ず
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勘

共
に
，
慶
止
論
を
考
へ
て
る
た
。
事
實
不
用
な
者
が
、
愚
母
の
滅

亡
と
共
に
亡
ん
で
以
後
再
興
さ
れ
な
か
っ
た
ま
で
箆
あ
る
。
之
に

代
っ
て
南
無
頃
か
ら
次
第
に
盛
に
な
っ
て
來
た
私
學
が
勃
興
し

て
、
官
立
融
手
に
代
っ
て
其
文
化
上
の
使
命
を
果
し
つ
・
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
風
倒
十
⊥
ハ
巷
　
第
四
盤
　
　
　
山
ハ
四
一
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田
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

　
尤
も
官
立
學
校
は
元
に
も
明
清
に
も
、
或
は
太
墨
、
或
は
國
子

監
の
名
を
以
て
無
妻
し
た
。
併
し
そ
れ
は
頗
る
萎
靡
振
は
ざ
る
も

の
で
あ
っ
た
。
特
に
明
が
墨
生
の
實
際
政
治
身
動
に
携
は
る
の
に

警
戒
し
た
の
は
注
輿
に
値
す
る
。
洪
武
十
五
年
〔
西
紀
＝
二
八
二
〕

聡
し
て
地
方
の
利
害
な
ど
を
人
民
等
が
上
書
す
る
の
は
差
支
え
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤

い
が
、
只
常
員
丈
は
許
さ
ぬ
と
戒
め
て
み
る
。
恐
ら
く
宋
代
慮
士

横
議
の
弊
に
懲
り
た
か
ら
で
あ
ら
う
。
清
に
於
て
は
畢
校
は
全
く

名
目
だ
け
に
な
っ
て
四
つ
た
の
で
從
っ
て
畢
生
蓮
動
な
ど
は
新
教

育
の
輪
入
せ
ら
れ
る
迄
起
つ
た
事
が
な
い
。

　
　
　
　
註

0
ゆ
太
學
に
は
左
の
職
員
が
あ
る
。

　
む
　
　
む
　
む

・
剰
國
子
監
〔
墨
習
院
長
の
意
味
な
れ
ど
後
古
墨
設
立
以
後
は
太

　
學
総
長
〕
こ
れ
は
職
名
で
あ
っ
て
，
他
の
官
名
を
帯
び
て
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
の
職
務
を
行
ふ
。
元
豊
官
制
改
革
後
は
國
子
祭
酒
と
改
め
他
に

　
む
　
む
　
む
　
　

　
國
子
司
業
を
置
い
て
之
を
輔
佐
す
る
。
他
の
律
學
武
墨
な
ど
凡

　
て
こ
の
下
に
属
す
る
。

　
む
　
　
む
む

　
丞
。
圭
簿
。
會
計
係
の
事
務
員
。

　
む
　
　
　
　
　
む

　
國
子
直
講
〔
耳
語
難
聴
授
の
意
味
な
る
が
太
墨
設
立
後
は
太
學

　
　
　
　
　
第
十
山
山
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
一
管
四
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　

数
授
〕
。
宮
制
改
革
後
は
太
皐
博
士
と
稔
す
。
侮
経
二
員
宛
。

　
　
　
　
　
　
む

墨
堤
。
學
録
。
〔
助
教
授
籍
學
生
圭
事
〕
童
に
生
徒
の
取
締
所
罰

を
司
る
。
「
宋
史
」
巻
一
六
五
。
職
官
転
属
。
に
よ
れ
ば
〔
元
砧
〕

四
年
。
詔
太
墨
正
録
。
依
照
寧
法
。
選
上
奮
能
充
。
閥
則
以
内

養
生
。
と
あ
っ
て
時
に
學
生
を
用
み
た
。
元
豊
の
古
点
に
よ
れ

ば
、
「
宋
史
」
巻
一
五
七
。
選
畢
志
三
。
に
、
元
豊
二
年
。
頒
畢

令
〔
中
略
〕
墨
正
零
話
五
人
。
學
録
層
爲
十
入
。
墨
録
滲
以
墨
生

意
之
。
と
あ
る
，
如
く
、
學
生
を
用
み
た
の
は
昼
飯
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
割
合
は
芝
繋
の
要
録
と
笹
生
の
學
録
と
五
人
宛
で
あ

っ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
前
の
職
官
志
の
点
き
に
、
崇
寧
元
年

辟
雍
の
官
属
を
記
し
て
、
墨
正
五
人
。
墨
録
五
人
。
職
事
人
〔
畢

生
で
あ
っ
て
學
務
に
携
は
る
考
〕
。
保
「
塾
生
凹
充
。
墨
刺
五
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

と
あ
る
に
て
想
像
さ
る
。
男
生
の
墨
録
を
職
事
學
録
と
い
ふ
の

で
あ
る
。
「
戒
淳
臨
安
志
」
巻
十
一
に
よ
れ
ば
こ
エ
に
は
職
事
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

録
の
名
が
見
え
な
い
で
畢
録
と
い
ふ
の
が
あ
る
が
岡
一
の
も
の

　
　
　
　
　
む
　
む

で
あ
ら
う
。
墨
論
〔
助
手
〕
。
博
士
の
講
義
を
諸
生
に
傳
へ
、
毎

十
臼
の
課
題
を
出
あ
，
o
「
宋
落
し
巻
一
六
五
。
職
事
出
心
墨
に
よ
れ

ば
無
量
四
年
。
〔
中
略
〕
其
型
録
學
論
。
以
上
難
生
爲
之
。
と
あ
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つ
て
や
は
り
學
生
を
用
ふ
る
。

　
　
　
　

　
直
學
〔
寮
務
課
事
務
員
〕
。
累
生
の
籍
を
司
り
、
人
員
の
出
入
を

　
し
ら
べ
る
。
之
親
里
生
。

　
齋
長
．
。
露
探
。
〔
寮
総
務
〕
寮
生
の
取
締
り
。
侮
月
諸
生
の
成
績

　
を
帳
簿
に
書
き
入
れ
て
學
官
に
提
出
す
る
、

　
　
　
む

　
集
正
〔
學
生
諜
事
務
員
〕
墨
生
の
名
簿
を
造
り
、
成
績
を
通
知
す

　
る
。

　
な
ほ
南
無
時
代
學
正
二
無
謬
以
上
を
學
官
、
太
墨
搏
士
以
上
を
監

　
中
と
稔
し
、
羅
録
・
直
學
・
學
論
を
、
前
鷹
叉
は
前
廊
と
幸
し
た
。

②
宋
王
瀾
之
。
「
濁
水
燕
選
録
」
巻
十
。
荊
國
王
文
公
σ
以
多
聞
博

　
學
。
爲
世
宗
師
。
【
中
略
ロ
公
之
蔵
経
。
尤
二
部
字
。
末
流
務
多

　
新
窃
。
浸
成
穿
盤
。
朝
廷
胃
癌
。
詔
鮪
師
兼
用
種
傳
註
り
不
專

　
治
新
経
。
禁
援
引
字
解
ゾ

㈲
「
宋
史
」
巻
四
五
九
。
劉
勉
之
傳
。
以
郷
墾
・
詣
太
墨
。
時
察
京
用

　
事
。
禁
止
曇
得
換
元
重
書
Q
自
重
伊
洛
之
墨
不
行
◎
勉
之
求
得

　
其
書
。
毎
深
夜
同
舎
生
皆
疲
。
乃
潜
抄
而
漱
蘇
生
◎

　
「
宋
史
」
雀
一
五
七
、
選
爆
志
三
。
〔
欽
宋
郎
位
〕
御
史
中
丞
陳
過

　
庭
言
。
〔
中
略
〕
心
血
指
蘇
賦
爲
邪
行
β
而
加
禁
甚
切
。
今
已
弛

　
　
　
　
　
朱
代
の
太
學
生
生
活
白
下
）
（
富
崎
）

　
其
禁
。

㈲
『
文
獣
通
考
」
巻
四
六
。
〔
豪
箏
二
年
間
。
臣
重
言
。
瀞
宗
爾
縄
術
。

　
將
以
明
道
徳
。
　
一
風
俗
。
元
鮪
姦
朋
。
質
其
残
窯
。
在
元
符

　
者
。
立
異
設
壊
之
。
今
鯨
習
未
珍
。
乞
立
法
禁
。
天
下
刊
寓
。

　
庶
其
可
息
つ
詔
付
國
予
監
。
其
有
上
書
。
及
三
舎
生
。
言
渉
趣

　
融
。
並
異
論
者
”
悉
遣
錦
其
郷
自
爆
齋
。
拘
之
。

　
此
に
云
ふ
自
訟
齋
と
は
墨
校
附
属
の
感
化
院
で
あ
っ
て
軍
除
の

　
清
士
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
携
其
謳
訥
と
は
如
何
な
る
も
の
か

　
と
云
へ
ば
同
書
の
無
き
に

　
四
年
。
飽
耀
卿
言
。
今
州
縣
墨
考
試
。
未
到
文
字
精
場
。
二
間

　
時
忌
有
無
。
荷
語
渉
時
給
。
錐
甚
工
不
敢
取
。
時
忌
如
日
。
休

　
兵
以
息
屡
。
節
用
以
豊
財
。
罷
不
急
之
役
。
清
入
仕
之
流
。
〔
下

　
略
〕

　
五
こ
口
臣
僚
言
。
比
者
唐
文
。
有
以
聖
経
雨
燕
。
勲
章
時
忌
晦

　
避
慌
者
。
如
日
。
大
軽
信
之
爲
君
。
以
爲
哉
與
災
圃
。
制
治
干

　
未
胤
。
　
安
不
忘
危
。
吉
凶
啓
蟄
。
生
乎
動
。
則
以
爲
危
餓
凶

　
悔
。
皆
様
避
。
〔
下
略
∪
。

　
と
随
分
憩
経
通
敏
に
思
想
取
締
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
⊥
r
山
ハ
巻
　
　
蕗
一
四
號
　
　
　
山
ハ
咽
胴
三
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宋
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

紛
「
朱
子
語
類
」
巻
＝
二
〇
。
後
〔
察
〕
京
甲
羅
。
卒
皆
建
明
。
〔
如

　
墨
校
法
。
安
養
院
魚
類
。
凡
可
爲
要
結
士
碁
。
買
寛
人
情
者
〕
。

　
時
論
往
往
蹄
之
。
直
流
塵
白
露
饅
頭
。
其
二
見
見
識
士
入
。
以

　
手
加
額
日
。
太
師
留
意
學
校
蜜
語
。

⑥
靖
康
の
慶
に
鞭
っ
て
、
太
岩
蟹
熱
型
等
が
上
書
し
て
葵
京
を
謙

。
し
、
李
綱
が
宰
相
を
罷
ん
と
す
る
の
を
引
と
め
ん
請
う
た
の
は

　
有
名
な
事
で
あ
る
。
「

⑦
葉
水
心
文
集
巻
芯
。
湊
議
、
學
校
。
　
及
秦
檜
…
爲
相
。
務
使
諸

　
生
。
　
爲
無
廉
恥
。
　
蹴
媚
己
。
　
而
以
小
利
噌
之
。
陰
干
拒
塞
言

　
者
。
士
入
靡
然
業
風
。
獄
煩
零
露
。
希
望
恩
澤
。
一
子
不
及
。

　
講
議
喧
然
。
こ
れ
で
見
れ
ば
秦
檜
の
懐
雲
政
策
は
互
生
の
飽
く

　
な
き
欲
望
の
爲
に
、
漸
く
破
綻
を
表
し
て
來
た
の
で
あ
る
。

㈹
〔
三
審
〕
巻
三
三
。
孝
宗
本
紀
。
隆
興
二
年
十
一
月
甲
午
。
以
黄

　
榜
禁
太
學
生
伏
閾
。

　
こ
れ
蹴
後
太
學
生
が
上
書
し
て
屡
々
流
潟
に
慮
せ
ら
れ
て
る
る

　
が
、
此
時
の
禁
令
を
破
っ
た
と
い
ふ
廉
に
よ
っ
て
黛
あ
る
。

　
「
宋
史
」
巻
四
五
五
。
楊
宏
中
業
。
書
湊
不
報
。
則
緻
副
於
憂
諌

　
君
臨
。
〔
韓
〕
脇
田
吻
同
ぺ
五
心
。
　
坐
以
ア
伊
ム
ロ
上
議
耶
之
…
非
。
　
六
入
皆
編

　
　
　
　
　
　
策
十
六
巻
　
　
第
殴
盤
　
　
　
㌫
測
串
閃
…

　
置
、
以
講
中
爲
首
。
將
窩
…
之
最
南
。

㈲
一
匹
癸
辛
謹
製
L
別
集
巻
下
。
三
編
煕
以
來
。
京
ヂ
幾
人
。
其
得
羅

　
而
富
者
。
未
始
不
由
墾
・
校
。
可
指
蒲
撒
也
。
然
則
學
下
之
横
。

　
叉
有
出
於
撒
者
之
外
実
。

ラ伽
宋
葉
紹
翁
「
四
朝
尊
見
録
」
串
。
太
二
重
箕
綾
紙
。

ラω
「
宋
季
三
美
男
要
」
巻
斗
、
淳
砧
四
年
目

12

椦
{
類
紳
法
を
慶
し
た
の
は
諸
書
に
よ
り
其
年
を
異
に
す
る
。

　
「
宋
季
三
藩
政
要
」
に
よ
れ
ば
糞
下
四
年
で
あ
り
、
溝
畢
沈
「
，
績

　
資
治
麺
鑑
」
巻
一
七
三
。
淳
砧
十
年
十
月
丙
午
詔
。
及
び
淳
鮪

　
享
年
七
月
置
禾
に
よ
れ
ば
淳
鮪
＋
年
に
京
墜
類
仲
法
を
慶
し

　
十
…
年
簗
に
前
野
を
串
ね
て
居
り
、
宋
愈
文
鯛
「
清
爽
録
」
に
よ

　
れ
ば
、
淳
濫
十
二
年
。
朝
廷
斜
脚
墨
遊
士
。
露
顕
不
純
。
叢
行

　
放
逐
と
あ
っ
て
徹
底
的
に
遊
士
を
逐
っ
た
の
は
＋
二
年
の
こ
と

　
で
あ
る
ら
じ
い
◎

ラー3
O
掲
、
｝
、
清
夜
録
」
。
宋
周
籍
「
癸
辛
凝
血
」
別
集
下
っ

1
4
「
癸
辛
雑
史
」
別
集
巻
下
。

15

k
宋
史
〕
巻
四
四
。
理
宗
本
紀
◎
「
宋
季
三
朝
政
要
」
巻
二
。
に
よ

（　
れ
ば
之
は
鼻
下
四
年
の
こ
と
で
あ
り
、
「
宋
史
」
巻
四
七
四
。
丁

（IOS）、



　
大
全
傳
に
よ
れ
ば
費
砧
六
年
に
な
っ
て
居
る
が
今
暫
く
前
詮
に

　
從
ふ
。
「
癸
謡
曲
識
」
績
集
巻
上
に
、
陳
越
中
。
曾
唯
。
黄
鋸
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
劉
繊
。
陳
宗
。
林
則
組
。
暮
景
甲
辰
歳
〔
淳
砧
四
年
〕
史
嵩
之
起

　
　

　
塩
復
。
し
ょ
鍛
扇
鍋
櫛
爲
期
之
込
剛
Q
〔
中
略
U
隊
円
入
㎜
胱
爲
六
君
乎
。
と
ふ
め
・
る

　
の
は
明
か
に
誤
り
で
史
嵩
之
と
丁
大
全
を
混
諒
し
た
も
の
で
あ

　
る
。
又
六
君
子
の
號
は
韓
詫
冑
の
時
の
楊
宏
中
等
に
始
ま
る
の

　
で
、
重
量
中
等
は
第
二
回
目
の
六
君
子
で
あ
る
。

絡
「
癸
辛
舞
識
」
後
集
。
三
塁
認
識
。
「
宋
史
」
巻
四
七
四
。
質
似
道

（　
傳
。
参
照
。
當
時
國
家
危
急
の
際
に
も
融
然
と
し
て
人
氣
取
に

　
浮
身
を
簗
し
て
み
た
の
で
當
時
の
落
首
に
、
耀
鼓
驚
天
動
地

　
來
。
九
州
赤
子
嬰
哀
々
。
廟
堂
不
問
李
戎
策
。
多
把
金
鏡
媚
秀

　
オ
。
と
い
ふ
の
が
あ
っ
た
。
〔
宋
瑚
密
。
齊
東
野
語
巻
十
七
〕

クη
「
癸
辛
雑
器
」
別
集
巻
上
。

パー
8
「
落
筆
雑
識
し
後
集
ρ

バ鶏
「
朱
子
下
薬
」
巻
剛
〇
九
。
林
繹
侮
日
。
今
士
人
所
聚
多
慮
。
風

　
俗
単
声
好
。
敬
太
無
極
如
州
學
。
州
學
不
如
縣
學
。
縣
學
不
如

　
郷
學
。
日
。
太
墨
藁
介
無
盆
潮
溜
家
。
数
化
之
悪
銀
在
。
向
見
　
㍉

　
陳
魏
公
説
。
亦
以
爲
可
罷
り

　
　
　
　
　
宋
代
の
太
學
輪
坐
琶
（
下
）
（
宮
萄
）

　
商
鞍
論
。
人
不
可
多
墨
爲
士
人
。
慶
了
耕
載
。
此
等
蓮
之
言
。

　
然
以
今
観
之
。
士
人
千
人
萬
入
．
、
不
知
理
會
甚
事
。
眞
所
謂
遊

　
手
。
只
日
疋
悠
遍
▼
入
。
　
一
旦
得
高
官
厚
緑
。
只
是
爲
害
朝
廷
。
何

　
整
其
雪
颪
。
野
道
可
憂
。

2
0
「
明
會
典
」
巻
七
十
八
。
洪
武
十
五
年
。
頒
禁
例
於
天
下
墨
校
。

　
錯
猛
撃
碑
。
置
於
明
倫
堂
之
左
。
永
爲
雲
華
。
〔
中
略
〕
。
　
一
軍

　
民
唄
漁
利
病
。
千
載
粟
生
員
建
言
。
果
有
一
切
軍
民
利
病
之
事
、

　
許
當
該
有
司
。
在
野
賢
人
。
有
志
肚
士
。
質
朴
農
夫
。
商
買
技

藝
。
皆
可
言
之
。
諸
人
混
書
萱
葺
。
惟
職
員
不
許
。

六
　
學

規

　
無
代
の
儒
墨
が
意
識
的
，
無
意
識
的
に
佛
教
の
影
響
を
受
け
て

み
る
こ
と
は
孚
は
れ
な
い
事
實
で
あ
る
。
ノ
其
學
理
を
模
傲
し
た
の

み
で
な
く
、
學
問
の
大
腿
の
輪
郭
ま
で
眞
似
て
み
る
。
道
路
な
ど
を

八
翻
し
く
云
ひ
出
し
た
の
も
灘
宗
の
法
燈
に
習
っ
て
の
こ
と
で
あ

ら
う
し
、
輝
宗
の
語
録
に
眞
似
た
儒
敏
の
語
録
分
裏
焼
た
の
で
學

生
は
簡
便
に
語
録
で
畢
問
を
や
の
註
疏
を
平
心
し
な
く
な
っ
て
了

つ
た
。
實
際
教
育
上
に
於
て
學
規
と
い
ふ
者
が
鵬
來
た
の
も
輝
宗

　
　
　
　
　
　
算
十
・
六
巻
　
　
第
四
號
　
　
　
轟
ハ
四
五
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宋
伐
の
太
學
生
生
活
へ
下
）
（
宮
晦
）

の
清
規
の
模
徽
で
あ
ら
う
と
い
ふ
事
を
前
に
述
べ
た
が
、
斯
る

事
は
考
謹
學
的
に
は
つ
き
り
し
た
詮
擦
を
綱
み
出
す
事
が
困
難
で

あ
る
が
、
程
…
明
道
が
羅
宗
の
僧
徒
が
起
居
無
作
に
唱
々
法
あ
る
を

見
て
三
代
の
禮
樂
其
中
に
あ
、
の
と
叫
ん
だ
等
の
話
に
よ
っ
て
見
て

め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

も
、
不
規
律
な
士
人
を
一
定
の
規
矩
に
從
ふ
や
う
に
楼
閣
し
や
う

と
は
誰
し
も
考
へ
つ
く
事
で
あ
っ
た
ら
う
。
熈
寧
元
豊
の
太
學
に

は
巡
齋
と
い
っ
て
毎
月
太
學
の
博
士
が
齋
舎
を
巡
察
す
る
規
則
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

あ
っ
た
が
之
は
勿
論
、
輝
家
の
巡
寮
を
眞
似
た
も
の
で
あ
る
。
朱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

子
が
白
鹿
洞
で
用
み
た
程
開
心
先
生
學
則
を
見
る
と
如
何
に
當
時

の
豊
野
教
育
が
寺
院
敬
育
に
影
響
さ
る
・
事
の
大
な
る
か
草
分

る
。　

墨
・
規
と
清
規
と
は
悲
し
表
面
關
楽
な
き
も
の
に
も
せ
よ
、
其
性

質
は
全
く
同
一
の
者
と
云
ふ
事
が
出
挙
る
。
元
來
佛
超
俗
醒
に
於

て
曾
徒
の
行
動
を
取
締
る
規
則
は
律
で
あ
り
律
で
曳
き
て
る
る
筈

で
あ
る
。
然
る
に
所
攣
り
、
時
移
る
と
古
代
印
度
の
律
で
は
適
切

で
な
く
な
っ
て
写
る
の
で
、
時
勢
に
適
癒
し
た
規
定
が
設
け
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
支
那
の
櫓
園
で
已
に
晋
町
代
か
ら
斯
る
も
の
が
あ

っ
た
や
う
で
あ
る
が
、
　
㎝
定
の
新
艦
系
を
組
織
し
て
清
規
と
名
付

　
　
　
　
　
　
窮
十
山
ハ
魯
　
策
四
聴
酬
，
　
占
ハ
西
六

け
た
の
は
唐
の
百
丈
輝
師
で
、
之
は
所
外
に
律
を
造
る
の
で
暦
越

な
行
嬬
だ
と
い
ふ
非
難
も
一
方
に
は
あ
っ
た
や
・
〉
で
あ
る
が
、
後

に
此
事
が
流
行
し
て
色
々
な
清
規
が
出
來
、
反
っ
て
律
の
本
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

律
宗
ま
で
が
清
規
を
造
る
や
う
に
な
っ
た
。
儒
教
に
於
て
も
古
來

畢
徒
が
臼
用
脈
越
す
遅
き
規
定
と
し
て
禮
が
あ
る
。
禮
は
輩
に
三

里
の
み
な
ら
す
、
後
世
で
は
六
経
を
悉
く
禮
と
し
て
解
早
し
て
る

ゆる
。
堅
人
の
教
は
禮
に
講
き
、
灘
で
＋
分
な
る
筈
で
あ
る
。
後
漢

の
名
節
の
士
と
い
ふ
蓮
仲
は
飽
迄
眞
面
目
に
こ
の
禮
の
規
定
を
實

行
せ
ん
と
し
た
學
徒
で
あ
っ
た
◎
併
し
時
移
り
世
尽
れ
ば
，
古
禮

を
其
革
命
行
ず
る
に
は
色
々
の
支
障
を
生
す
る
　
此
に
於
て
敏
育

家
は
學
規
を
定
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
佛
教
の
律
が
實
行

乞
可
能
に
階
っ
て
清
規
が
生
じ
た
る
如
く
、
儒
教
で
は
古
代
の
禮

が
間
に
倉
は
な
く
な
っ
て
軍
規
を
生
じ
た
の
で
あ
る
。
〔
灘
宗
は
支

那
化
し
た
佛
世
な
れ
ば
其
清
規
の
中
に
は
多
分
の
支
那
要
素
を
含

む
で
あ
ら
う
。
そ
れ
で
學
規
は
清
規
か
ら
出
て
も
、
そ
の
源
を
夏

に
組
れ
ば
支
那
的
か
印
度
的
か
分
ら
な
く
な
る
が
今
は
こ
の
問
題

に
溜
れ
ぬ
こ
と
に
す
る
。
〕

　
儒
教
に
獲
る
學
規
は
時
に
よ
り
人
に
よ
り
色
々
な
意
味
に
用
ゐ

（110）



ら
れ
た
る
事
、
儒
敏
の
清
規
の
如
く
で
あ
る
が
ご
言
に
し
て
言
へ

ば
驚
顔
の
敬
育
方
針
に
於
て
生
徒
の
守
る
潔
き
規
則
で
あ
る
。
其

中
に
は
生
徒
心
得
の
如
き
も
の
も
あ
る
可
く
、
日
課
時
限
も
あ
る

憎
く
、
當
番
割
當
規
定
も
あ
る
可
く
、
命
令
禁
比
も
從
っ
て
罰
則

も
あ
る
全
き
で
あ
る
。
胡
瑳
の
湖
學
の
法
は
翫
に
南
宋
の
朱
子
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

に
は
漏
れ
て
如
何
で
あ
っ
た
か
分
ら
な
く
な
っ
て
了
つ
た
。
只
彼

の
逸
話
に
徐
積
が
始
め
て
入
門
し
た
時
、
頭
の
恰
好
が
傾
い
て
み

る
の
を
叱
っ
た
話
や
、
飽
食
し
た
後
は
案
に
よ
っ
て
は
な
ら
ぬ
と

か
、
或
は
久
坐
し
て
は
欝
血
に
害
が
あ
る
か
ら
射
を
習
ひ
投
壼
し

　
　
　
　
の

て
遊
訂
せ
よ
等
と
敏
へ
て
る
る
所
を
見
る
と
、
日
常
の
動
作
周
旋

に
細
密
な
注
意
を
携
っ
て
み
た
事
が
伺
れ
る
。
勿
論
こ
の
學
規
の

中
に
は
罰
則
が
あ
っ
た
ら
し
い
事
は
、
彼
の
弟
子
の
爽
孜
が
會
稽

郡
墨
を
建
て
た
時
，
太
守
が
來
て
便
服
に
て
堂
上
に
坐
し
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

鼓
を
鳴
し
て
學
規
を
行
っ
た
等
と
あ
る
の
で
分
る
。

　
窯
釜
元
豊
太
學
の
法
は
芦
安
石
の
門
人
認
定
が
、
王
安
石
の
内

意
を
受
け
て
立
て
た
も
の
で
、
崇
寧
の
太
學
は
流
罪
の
定
め
た
も

　
　
　
ゆ

の
で
あ
る
。
此
時
代
に
は
學
校
に
關
す
る
規
則
は
皆
法
律
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

定
め
ら
れ
、
載
量
と
か
、
國
子
監
救
令
式
と
か
云
は
れ
、
其
中
に

　
　
　
　
　
宋
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

あ
る
粋
事
は
罰
則
を
意
味
し
た
σ
其
豊
艶
の
第
一
條
に
民
営
朝
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

の
聖
霊
が
規
定
し
て
あ
っ
た
。
南
宋
の
蝉
茸
は
主
に
秦
檜
の
意
團

に
成
る
も
の
で
秦
櫓
は
北
宋
の
太
學
に
居
た
事
が
あ
る
の
で
　
多

　
　
　
　
　
　
ゆ

く
箕
儘
襲
用
し
た
。
之
に
よ
る
と
學
規
の
中
に
常
規
五
等
の
罰
を

　
　
　
　
翰

定
め
て
み
る
。
最
も
輕
い
の
は
前
廊
關
暇
翌
月
、
之
は
畠
入
を
許

さ
ぬ
。
も
今
の
禁
足
と
か
謹
愼
に
実
る
。
蘭
廊
〔
學
論
、
直
學
、
摩

録
〕
が
之
を
命
ず
る
の
で
指
名
が
あ
る
。
訳
は
關
暇
、
之
は
監
中

〔
國
予
祭
酒
　
司
業
、
博
土
〕
が
命
ず
る
。
次
は
遷
齋
。
住
み
慣
れ

た
齋
舎
、
能
さ
れ
π
、
見
知
ら
ぬ
他
人
の
齋
へ
移
さ
れ
る
の
で
、
り

現
今
の
落
第
生
と
同
じ
悲
哀
を
感
ず
る
。
移
さ
れ
ゐ
方
で
も
そ
ん
　
ω

な
者
は
嫌
だ
と
排
斥
す
る
事
が
あ
る
の
で
、
さ
う
す
る
と
叉
別
の

齋
へ
頼
ん
で
入
れ
て
貰
ふ
。
悔
悟
の
駄
顯
著
な
り
と
認
め
ら
れ
て

か
ら
、
前
の
同
舎
生
な
ど
が
學
官
に
運
動
し
て
や
っ
と
元
の
齋
へ
、

戻
さ
れ
る
。
次
は
自
訟
齋
、
こ
の
齋
は
門
の
入
口
に
あ
っ
て
丁
度

今
の
軍
扇
の
管
倉
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
此
へ
遷
す
。
只
猫
り

樋
管
へ
鍵
り
込
ま
れ
て
居
っ
て
、
同
舎
の
者
も
寄
り
つ
い
て
く
れ

ぬ
、
之
は
ま
だ
赦
さ
れ
る
見
込
が
あ
る
が
、
最
も
重
い
者
は
夏
楚

屏
斥
、
今
の
放
校
で
あ
る
。
而
も
堂
々
と
放
校
式
を
畢
け
て
墨
校

　
　
　
　
　
　
第
十
⊥
ハ
巻
　
　
餓
〃
四
號
　
　
　
轟
ハ
四
七



　
　
　
　
　
　
　
川
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
崎
）

　
　
か
ら
追
ひ
出
す
。
こ
の
日
墨
色
は
禮
服
を
若
て
堂
上
に
立
つ
。
鼓

　
　
が
九
度
鳴
っ
て
、
齋
長
瀞
論
が
爾
廓
に
立
つ
。
難
語
を
前
へ
引
出

　
　
し
て
書
婦
人
が
畢
官
を
再
拝
し
て
今
迄
の
恩
を
謝
す
る
。
集
正
が

　
・
出
て
弾
劾
文
を
朗
越
す
る
。
捌
の
面
心
が
竹
の
鞭
で
幾
つ
か
罰
を

、
　
加
へ
る
。
門
番
が
外
に
み
る
下
々
を
呼
ぶ
と
、
み
ん
な
入
っ
て
來

　
　
て
罪
人
を
堂
か
ら
引
下
し
て
着
物
を
引
裂
い
て
門
外
へ
追
ひ
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
此
以
後
士
流
に
齢
し
な
い
。
随
分
燧
酷
な
こ
と
を
す
る
が
，
い
ろ

　
　
く
な
虐
め
方
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
南
宋
の
朱
子
は
畢
規
を
輩
な
る
學
生
心
得
の
意
味
に
用
み
て
ゐ

　
　
る
。
か
の
有
名
な
臼
鹿
洞
墨
規
が
之
で
あ
る
。
但
し
朱
子
は
別
に

　
　
白
鹿
洞
で
程
売
卜
先
生
學
則
と
い
ふ
も
の
を
實
行
し
て
み
る
が
、

　
　
こ
の
學
則
は
日
課
や
、
早
番
勤
務
な
ど
を
規
定
し
た
も
の
で
あ

　
　
る
。
私
塾
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
罰
則
と
い
ふ
程
の
も
の
も
無
か
つ

　
　
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
墜
規
と
函
嶺
と
合
せ
た
も
の
が
今
迄
の
富
立

　
　
墨
校
の
畢
規
に
梱
當
す
る
。
其
他
色
々
な
瞬
に
色
々
な
學
規
と
か

　
　
學
則
と
か
名
づ
く
る
も
の
が
思
來
た
で
あ
ら
う
。

　
　
　
前
述
の
如
く
學
規
は
、
古
義
に
代
っ
て
古
西
の
足
ら
ざ
る
所
を

＼
補
ふ
駕
に
あ
る
者
で
あ
る
。
一
般
に
宋
儒
は
古
禮
は
其
儘
に
行
ふ

　
　
　
　
　
　
纂
十
・
六
巻
　
　
餓
躍
四
號
　
　
　
山
ハ
四
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

豪
き
物
で
な
い
と
考
へ
て
る
た
。
さ
れ
ば
こ
そ
墨
規
を
つ
く
る
必

要
も
生
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
に
清
初
の
顔
李
幅
派
の
學
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紛

古
言
を
其
驚
喜
行
す
可
き
事
を
主
張
す
る
。
此
派
に
あ
り
て
は
禮

以
外
に
墨
親
な
ど
の
あ
る
説
き
筈
が
な
い
。
禮
以
外
に
禮
を
造
る

の
は
最
も
僑
越
な
行
爲
と
し
て
按
斥
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の

李
恭
に
「
組
重
墨
規
纂
」
の
著
書
が
あ
る
。
之
は
禦
経
の
中
よ
り
教

育
に
關
し
た
る
箇
條
を
抜
書
し
た
も
の
で
、
之
に
も
彼
等
の
灘
は

其
自
身
に
完
全
に
し
て
櫓
減
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
い
．
漣
主

張
が
表
れ
て
み
る
。
－

へ
以
上
大
二
道
規
の
輪
廓
を
賜
い
た
心
算
で
あ
る
が
、
之
に
よ
っ

て
も
宋
代
の
教
育
が
、
宋
學
を
生
み
出
し
た
と
厨
様
の
省
営
の
中

に
獲
策
し
た
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
と
思
ふ
。

（
附
記
〉
支
那
の
制
度
は
霧
常
に
分
り
に
く
い
の
で
、
r
米
だ
解
を

　
得
す
に
私
意
を
以
て
南
側
し
た
鮎
が
可
也
あ
る
。
大
方
の
是
正

　
を
竣
っ
。

　
　
　
　
註

ω
宋
曾
蓮
距
「
猫
醒
雑
観
」
巻
八
。
繹
家
合
衆
而
不
漁
。
無
怒
而
有

　
翻
。
執
事
者
不
僻
其
勢
。
居
安
者
不
椀
笹
鳴
。
入
其
ハ
門
。
升
其

（　l12　）



　
堂
。
点
々
載
々
。
町
有
條
理
。
明
道
先
生
。
嘗
見
其
會
食
。
因

　
歎
以
爲
ゆ
得
三
代
之
二
軸
。

　
京
都
帝
國
大
領
附
属
圏
書
館
に
無
漏
輝
三
盛
「
百
丈
清
規
考
」
な

　
る
爲
本
が
あ
っ
て
巻
一
に
、
此
と
同
じ
話
を
集
め
て
あ
る
が
、

　
室
谷
隆
輝
師
の
「
爾
書
契
」
巻
下
に
「
弘
盆
紀
聞
」
を
引
く
と
し
て

　
之
は
明
道
が
母
の
忌
辰
に
西
京
長
慶
寺
に
嬉
し
九
時
の
事
と
記

　
し
、
更
に
「
法
喜
志
」
Q
何
霊
春
「
飴
冬
革
嚢
℃
「
呉
曾
漫
録
」
O

　
史
縄
組
「
難
壁
信
畢
」
に
は
西
横
渠
の
こ
と
、
な
っ
て
居
り
，
佛

　
組
官
記
に
は
司
馬
光
の
こ
と
に
な
っ
て
居
る
と
こ
と
わ
り
書
を

　
し
て
み
る
。

②
宋
血
道
租
「
畢
齋
信
畢
」
巻
二
。
飲
食
衣
服
今
皆
憂
古
の
條
に
、

　
蝕
嘗
観
張
横
渠
語
誌
，
、
曾
看
相
國
寺
飯
僧
。
因
二
条
以
爲
．
三

　
代
之
禮
。
蓋
在
是
突
。
誠
哉
斯
言
。
余
二
百
観
成
都
華
嚴
閣
下
。

　
臨
画
鱈
。
始
蓋
世
横
渠
之
所
以
三
歎
。
〔
中
略
〕
及
到
石
室
◎
亦

　
看
士
入
會
暗
ゆ
配
船
華
癩
猿
揉
者
有
之
。
吼
署
齋
僕
島
人
者
有

　
之
。
打
墨
画
聾
者
有
之
。
芸
談
喧
笑
。
競
飯
偲
爲
有
塊
。
こ
れ

　
は
秘
書
省
の
役
人
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た

　
宋
沈
括
「
夢
漢
筆
談
」
巻
九
。
心
密
天
下
貢
雇
入
到
關
…
。
悉
皆
入

　
　
　
　
　
采
代
の
太
學
坐
生
活
（
下
）
（
富
崎
）

　
封
。
撒
不
二
三
千
人
。
謂
之
群
見
。
潅
方
士
。
皆
未
知
朝
廷
儀

　
範
。
班
列
紛
錯
。
有
司
不
能
縄
。
〔
中
略
〕
態
爲
閥
門
之
累
。
常

　
書
。
殿
庭
中
。
班
列
不
可
整
齊
者
。
唯
有
三
色
。
謂
摩
入
。
蕃

　
人
。
騎
駝
。
こ
れ
は
官
吏
の
卵
た
る
暴
言
で
あ
る
。
當
時
士
人

　
の
教
育
に
は
秩
序
と
か
規
律
と
か
が
全
く
鋏
け
て
る
た
。

③
勅
修
百
丈
清
規
、
俊
憲
章
第
五
，
巡
寮
の
條
参
照
。

　
「
百
丈
清
規
考
」
巻
八
。
巡
寮
。
方
丈
在
法
堂
寝
堂
生
後
。
故
住

　
農
工
寮
。
則
先
自
東
起
。
而
極
意
到
西
。
而
終
於
法
堂
西
邊
。

　
「
由
一
堂
考
由
案
」
後
証
巻
二
八
。
耐
學
法
。
】
兀
砧
六
年
九
月
戊
エ
」
。
禮

　
部
臣
僚
上
言
。
國
子
監
。
今
欲
【
中
略
〕
博
士
逐
月
遍
巡
所
隷

　
齋
。
謁
考
學
生
所
業
。
こ
れ
は
二
階
以
蘭
か
ら
行
は
れ
て
る
た

　
の
を
、
此
時
博
士
諸
生
不
相
見
禁
を
除
い
て
自
由
に
質
問
せ
し

　
め
た
の
で
あ
る
。
猫
前
出
三
註
1
3
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ω
程
董
二
先
生
學
則
は
清
瀬
弘
通
「
五
種
選
擁
し
。
程
端
禮
「
讃
書

　
分
年
日
程
」
等
の
中
に
牧
む
。
朱
子
は
墨
規
は
箪
に
敏
育
の
大

　
綱
を
示
す
も
の
と
し
て
有
名
な
白
鹿
洞
掲
示
を
作
っ
た
が
、
其

　
三
生
の
實
際
生
活
の
標
準
と
し
て
こ
の
露
命
を
探
用
し
た
。
之

　
に
よ
れ
ば
直
日
〔
等
流
〕
が
一
入
あ
っ
て
版
を
撃
っ
て
時
を
報
ず

　
　
　
　
　
　
第
L
T
六
巻
　機
甲
四
聖
　
　
　
山
二
四
㌫
ル
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宋
代
の
太
學
生
生
活
（
下
）
（
宮
瞭
）

　
る
。
朝
は
始
撃
で
起
き
、
顔
を
洗
っ
て
再
撃
で
堂
に
升
っ
て
列
、

　
を
作
り
師
長
に
挨
拶
す
る
。
會
講
、
會
茶
、
會
食
み
な
版
を
撃

　
つ
て
報
せ
る
。
夜
護
る
前
は
ま
た
朝
の
禮
の
撫
く
す
る
。
日
常

　
坐
す
る
に
も
直
身
正
積
し
て
箕
躍
、
傾
碕
、
交
脛
，
揺
足
す
る

　
を
得
な
い
等
種
々
の
規
則
が
あ
る
。

㈲
「
百
丈
清
規
考
」
巻
繍
。
律
苑
清
規
。
四
明
演
忠
霊
寺
侍
持
省
悟

　
心
源
律
師
撰
。
其
自
序
。
大
元
十
主
晋
王
奉
定
帝
。
泰
定
二
年

　
乙
丑
巾
元
前
五
日
題
。
〔
中
略
〕
序
日
。
百
丈
大
智
輝
師
。
探
取

　
律
制
。
以
嬬
灘
林
清
規
。
暴
世
盛
行
。
而
吾
蒸
溜
躍
者
。
反
不

　
及
焉
。

⑥
六
経
皆
史
と
は
章
藥
誠
の
君
名
な
言
葉
で
あ
る
が
．
禮
學
の
立

　
場
か
ら
見
れ
ば
六
経
は
皆
禮
で
あ
る
。
禮
は
聖
入
が
剃
定
し
て

　
蓄
電
の
共
に
穿
る
可
き
良
風
美
俗
で
あ
る
が
故
に
、
聖
俗
の
行

　
爲
は
勿
論
禮
に
合
す
可
き
筈
で
あ
る
。
故
に
聖
人
の
行
動
を
記

　
し
た
る
，
若
ぐ
は
聖
入
の
残
し
た
る
袈
経
は
悉
く
禮
の
一
種
で

　
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
聖
人
の
定
め
た
る
禮
は
伺
れ
も
良

　
風
美
俗
な
れ
ば
其
間
に
矛
盾
撞
著
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
u
そ
れ

　
で
聖
経
の
問
に
見
ゆ
る
互
に
一
致
せ
ざ
る
所
を
何
と
か
理
由
を

　
　
　
　
　
　
第
ナ
六
白
　
纂
四
［
號
　
　
　
六
五
〇

　
求
め
て
調
郡
を
計
り
た
い
。
之
が
漢
嶽
後
の
義
疏
學
者
の
探
り

　
た
る
態
度
で
あ
る
。
〔
風
俗
逓
衛
禮
篇
を
屡
照
せ
よ
〕

⑦
、
朱
子
語
類
L
巻
一
二
九
．
間
。
安
定
苓
日
豊
講
論
。
今
有
傅
否

　
日
並
無
、
藤
士
龍
在
湖
州
。
嘗
購
書
問
之
。
回
書
急
報
無
。
如

　
當
初
取
湖
州
學
法
。
豊
里
太
細
蟹
。
今
此
法
無
。

⑧
「
安
定
言
行
録
」
巻
下
。
弟
子
第
四
。
徐
積
。
自
警
初
見
〔
胡
安

　
定
〕
先
生
退
。
懸
案
少
偏
。
安
定
盲
愛
云
。
頭
容
直
。
積
因
自

　
思
。
不
猫
頭
容
直
◎
心
亦
要
直
。
霞
紅
斑
敢
有
邪
心
。
昼
証
。
趙

　
善
瞭
自
警
編
〕

　
同
書
巻
上
。
規
範
第
二
。
個
國
子
濫
。
其
敏
育
諸
生
有
法
。
先

　
生
語
諸
生
。
食
飽
未
望
見
按
。
或
久
坐
、
、
智
於
熱
血
堅
餅
。
當

　
智
射
投
壷
游
息
焉
。
〔
註
、
艦
摩
明
記
〕

㈲
同
磐
巻
下
。
皇
子
第
闘
。
呉
孜
。
會
稽
人
。
…
從
安
定
學
。
名
馳

　
於
慕
砧
講
社
聞
、
會
郡
謀
建
屋
。
帥
捨
宅
爾
叢
…
，
〔
中
略
〕
初
學

　
成
。
太
守
偉
勲
玉
至
。
蹴
便
服
坐
堂
ま
。
孜
鳴
虚
血
墨
規
◎
伯

　
玉
欣
然
受
翼
、
罰
。
〔
註
。
聯
奏
藩
志
〕

1
0
「
朱
子
語
類
し
巻
＝
一
八
。
熱
寧
三
倉
法
。
李
定
所
定
。
崇
灘
勉
三

　
舎
法
。
察
京
所
定
。
ま
た
同
書
巻
｝
二
九
。
今
撰
〔
淳
煕
頃
〕
法
。
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乃
察
京
之
法
。

切
「
宋
史
」
巻
一
五
。
紳
宗
本
紀
。
元
豊
二
年
十
二
月
乙
巳
。
御
史

　
中
毒
李
定
。
上
國
子
監
敷
式
令
。
並
唐
綴
凡
百
四
十
條
。

　
「
由
堂
智
徳
」
後
集
信
二
八
。
畢
法
。
紹
聖
三
年
十
二
月
串
戊
。

　
翰
林
學
士
承
事
詳
定
國
子
濫
條
欄
察
京
劇
。
奉
敷
詳
定
國
子
監

　
三
學
。
並
沖
州
軍
學
條
制
。
掌
篇
成
。
太
墨
二
成
式
二
十
三

　
冊
。
以
紹
袈
新
修
爲
名
。
噛
詔
以
來
年
正
月
一
擁
壁
行
。

ラー2

u
朱
子
警
護
」
巻
一
二
八
。
今
之
學
規
。
非
胡
安
定
所
撰
者
。
〔
中

　
略
〕
如
第
一
條
。
諺
紬
朝
政
之
類
。
其
出
於
察
即
行
舎
法
之
時
。

1
3
「
朱
子
語
類
」
巻
一
二
八
。
太
墨
舎
法
。
壊
入
閣
。
「
中
略
」
太
學

　
初
興
〔
紹
興
の
中
興
を
指
す
σ
中
略
Ψ
。
只
是
取
法
於
一
藷
老
更
。

　
浩
日
。
秦
會
之
是
蕾
太
學
中
入
。
想
是
糠
他
向
日
所
行
了
。

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
ゆ

握
「
癸
辛
難
識
」
後
集
、
學
規
五
等
。
輕
者
關
暇
幾
月
。
不
許
禺
入
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
　
　
　

　
此
前
廊
所
判
也
。
重
則
前
廊
關
暇
。
監
中
所
行
也
。
〔
下
略
〕
此

　
に
前
廊
〔
暴
録
。
學
論
。
直
學
∪
の
行
ふ
の
が
只
の
關
暇
で
、
監
中

　
〔
學
録
以
上
）
の
行
ふ
の
が
前
廊
關
暇
で
あ
る
と
は
、
ど
う
も
信

　
ぜ
ら
れ
ぬ
の
で
今
私
意
を
以
て
前
廊
の
行
ふ
の
を
前
廊
蘭
暇
、

　
濫
中
の
行
ふ
の
を
只
の
關
暇
と
改
め
た
。
猶
後
考
を
竣
つ
。

　
　
　
　
　
開
壇
の
太
罎
生
血
活
（
下
）
（
宮
碕
）

均
「
朱
子
全
書
」
巻
三
八
ぴ
論
考
禮
綱
領
σ
志
禮
繁
纏
。
後
人
於
鷹

　
日
盆
夏
場
。
手
並
今
而
欲
行
古
禮
。
亦
恐
空
文
不
二
…
稔
。
不
藩

　
一
儲
今
入
所
行
禮
申
。
捌
専
掌
有
箭
文
制
撒
等
庶
腹
実
。

ラー6
謳
}
元
「
朱
子
麺
類
評
」
〔
顔
野
寺
書
〕
に
陳
烈
が
古
禮
を
行
ひ
て

　
妻
に
芸
ら
れ
た
る
を
朱
子
が
「
古
怪
太
甚
」
と
評
せ
る
に
就
て
、

　
元
不
才
。
勉
行
古
禮
四
十
年
。
妻
妾
無
異
謙
…
。
侮
以
其
無
志
期

　
作
女
聖
爲
憾
。
想
見
季
慈
〔
陳
烈
字
〕
之
妻
。
藁
縄
求
去
。
乃
畳

　
天
壌
旛
我
妻
妾
之
可
幸
突
。
ま
た
、
二
十
行
高
。
墨
壷
二
目
儒

　
古
怪
太
甚
。
則
其
爲
學
。
必
有
異
於
人
。
と
論
ぜ
る
等
で
そ
の

　
一
般
が
亘
れ
る
．
、麓

揮
十
点
ハ
艦
一
　
第
四
號
　
　
　
六
五
　

（l15）


